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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十四話　古き龍りゆう虎こ







〈七月三日──快晴〉





　俺おれが日本に戻もどってきてそろそろ二か月になるが、周囲の俺に対する認にん識しきには根本的なズレがあるように思える。


　巷ちまたには俺のことを地上最強の格かく闘とう家かなどと買いかぶる輩やからがいるが、俺自身は自分が最強だと思ったことは一度もないし、最強を目め指ざしているわけでもない。そもそも自分のことを格闘家だと言った覚おぼえすらないのだ。自分の肉体のスキルを上げることを目的としたマニアックな趣しゆ味みがあることは認みとめるが、格闘家としての名声にはさしたる興きよう味みはなく、正直、草くさ[image: ]なぎのように闘たたかいそのものを楽しむという感かん覚かくは持ち合わせていない。


　俺にとって格闘術とは『敵』を倒たおす手段の一つにすぎない。『敵』とは、俺の心の奥おくに渦うず巻まく凶きよう暴ぼうな破は壊かいの衝しよう動どうを全力で向けられる相手──すなわち俺が『悪』と認めた存そん在ざいすべてだ。常じよう人じんには理解しにくい話だろうが、俺は闘とう争そう本ほん能のうを満足させていないと心の平へい衡こうが保たもてないという厄やつ介かいな業ごうを背せ負おった人間なのである。


　武道というものは、おそらく俺のようなタイプの人間が社会に適てき応おうする必要から生み出されたのだろう。武道を極きわめるとある種しゆの悟さとりの境きよう地ちに達たつし、内なる凶暴性に振ふり回されることがなくなるというが、それは一いつ般ぱん人じんが考えるような無む我がの境地とは本質的に異ことなる。攻こう撃げき衝しよう動どうを完全に意い識しき下かにコントロールしている状態だと想像できるが、勘かん違ちがいしてはならないのは、コントロールしていると言っても衝動そのものが消しよう滅めつすることはありえないということだ。


　ある境地に達した武道家は、きちんと鞘さやに収おさまった刀に似ている。しかしそれは、いつでも人を斬きる用意のある刀なのだ──





　　　　一





　池いけ袋ぶくろ中ちゆう央おう公こう園えん──


　週末には若わかきアマチュア格闘家たちが集つどう武闘会〈バイパーズ・レイヴ〉の舞ぶ台たいとなる公園も、平日の午後ともなれば、散歩の老人やベンチに寝ねそべって休きゆう憩けいしているサラリーマンの姿なども見られる、いたって平へい穏おんな時間帯である。


「おう、そこのガキども。ちいっとばかしものを尋たずねるがよ……」


　噴ふん水すいの脇わきにたむろしていた私服姿の高校生と思おぼしき五人組の少年たちは、そのぶしつけな呼びかけに怪け訝げんそうな顔で振り向いた。


　地べたに座すわりこんでいる少年たちの目の前に、赤いアロハシャツに半ズボン姿の老人が立っていた。下げ駄たをつっかけているが身長はせいぜい一五〇センチと小こ柄がらで、えらの張はった気き難むずかしそうなしかめっ面つらに金きん縁ぶちのサングラスをかけている。肌はだはよく日に焼けており、Ｍ字形に後こう退たいした額ひたいが真夏の陽よう光こうを反射してツヤツヤと光っている。灰はい色いろの髪かみは正面から突とつ風ぷうを受けたように後ろになびいていた。五十はとうに越こえていそうだが、背せ筋すじはビシッと伸のびており、長くはないが筋肉質の逞たくましい足をやや開き気味にして仁に王おう立だちしている。


　老人は半ズボンのポケットから黒い手帳を取り出すと、ページを開いて、間に挟はさんである写真を少年たちに向けて差し出した。


「この娘むすめの居い所どころを知らねえか？」


　写真に写うつっているのは金きん髪ぱつに碧あおい瞳ひとみをしたハーフの少女だった。年ねん齢れいは十歳くらい。水玉ワンピースの水みず着ぎ姿で浮うき輪わを抱だいて無む邪じや気きに笑っている。海岸でのスナップらしいが、背はい景けいに写っている人物や建物などからして日本とは思えなかった。


「……知らないっスよ。そんなガキ」


「いけねえ。こっちだ、こっち」


　老人は慌あわててそれをしまうと、ポケットから別の写真を引っ張り出した。同じ少女の写真だが、こちらは中学生くらいに成長した姿が写っていた。グレーのジャンパースカートの制服を着た少女は、前の写真では肩かたまであった金髪をボーイッシュに短く切り、猫ねこっぽい印いん象しようのある生なま意い気きそうな顔でカメラをにらんでいる。


「ああ～っ！　こいつ、見たことあるぜ」


　少年の一人が間ま延のびした声を上げた。


「ほら、ナギーの追っかけにいるじゃん？　先週のレイヴん時も奴やつに抱きついてたし」


「先週？　そういや見たような気もするなあ。名前なんつったっけ？」


「確かサラとか言ってなかったか？」


　仲間の少年たちもあらためて写真を見て相あい槌づちを打つ。老人は写真を取り上げると、最初に反はん応のうした少年のＴシャツの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。


「知ってるなら話は早え。とっととこいつの居所を吐はいてもらおうか」


「……な、なんだよ!?」


　少年は老人の手を払はらいのけようとするが、万まん力りきのごとき握あく力りよくでガッチリ固定されて小こ揺ゆるぎもしない。


「おいおい、落ち着けよじいさん」


　仲間の一人が間に割わって入ろうとした。その直ちよく後ご──


「退どけい！」


　老人の怒ど声せいとともに、少年の身体からだがふわりと浮ういた。その場でトンボを切って背中からコンクリートの地面に叩たたき付けられる。


「え!?」


　他の仲間たちは目の前で起おきた現げん象しようが理解できずに啞あ然ぜんとなった。老人は地面に伸のびている少年には構かまわず尋じん問もんを続ける。


「隠かくし事はためにならねえぜ。ちいっとばかし痛い目にあうかも知れねえしよ」


「ちょっ……ま、待てよジジイ！　俺は何も知らねえんだよ!!」


「だったら立たち寄よりそうな場所を教えてもらおうじゃねえか」


「ざけんなよ！　なんでそんなこと……」


「俺が知りたいからに決きまってんだろ。オラ、さっさと吐けよ」


　老人は自分よりも大きな体たい格かくの少年を、小さな人にん形ぎようでも扱あつかうように軽がると揺さぶった。いよいよ普ふ通つうの事じ態たいではないと悟さとった仲間の少年たち三人は、老人を引き離はなそうと一いつ斉せいに摑つかみかかり──そして次々と宙ちゆうを舞まった。





　　　　☆





　翌よく日じつ──大だい門もん高校。


「なにい？　謎なぞのジジイに襲おそわれてバイパーズが全ぜん滅めつやと!?」


　昼休みの食堂に大声が響ひびき、驚おどろいた生徒たちの視線が声の主である草[image: ]静しず馬まに集中した。


「え、ええ……そうなんですよ」


　静馬の向かいに座すわっている神かみ矢や大だい作さくが、顔やワイシャツに飛とび散ちったカレーうどんの汁しるをティッシュで拭ふき取とりながら答える。


「僕よりも背の低ひくいおじいさんで、誰だれかを捜さがして聞き込みをしてるらしいんですけど、出会ったバイパーズはことごとくＫＯされてるんです」


「なんでジジイ一人に全滅すんねん？」


「それが鬼おにのように強くて、なんだかよく分からないうちに倒たおされるんだそうですよ。一いつ瞬しゆんで勝負がついちゃうんで、どんな技わざを使うのかさえ謎なんです」


「一瞬で？」


　静馬はどんぶりを摑んでカレーうどんをすすりながら、思し案あんするような険けわしい顔つきになった。大作は期待していない目つきでその顔を眺ながめる。


「そんな難むずかしい顔して、どうせ何も考えてないんでしょう？」


「バカにすんな！　いま、オレの頭ン中のコンピューターがフル回転して、そのジジイの正体を推すい理りしとるとこや」


「本人に会ったわけでもないのに、考えても無む駄だだと思うんですけどねえ……」


　静馬はどんぶりに残ったスープを飲のみ干ほすと、テーブルに身を乗り出して大作の鼻先に人ひと差さし指ゆびを突つきつけた。


「このオレの名推理を聞きたいか!?」


「どうしてもと言うなら聞いてあげてもいいですけど？」


「ホンマは聞きとうてウズウズしとるくせに……フン、まあええ！　オレの結けつ論ろんは一つや。そのジジイの正体は──」


「正体は？」


「ズバリ、南な雲ぐもや!!」


　得とく意い気げに言い放はなつ静馬に、大作は肩かたをすくめてやれやれという顔になった。


「一瞬でも期待して損そんしましたよ。いいですか、静馬さん。そのおじいさんは僕より小さいって言ったでしょ？」


「アホ、そこがポイントや！　そのジジイは実は南雲の中身なんや!!」


「中身……？」


「南雲の背中には上う手まいこと隠かくしてあるけど実はチャックがあってやなあ……ジジイが中に入って動かしとるっちゅうわけや!!　どや、この鋭するどい推理！」


『南雲慶けい一いち郎ろう着きぐるみ説せつ』である。常じよう識しきを足あし蹴げにした驚きよう異いの新説に、大作はしばし絶ぜつ句くした。ギャグにしては静馬の目が本気だった。


「静馬さん……世の中の理り不ふ尽じんなことは全部、南雲先生のせいにしてません？」


「信じてへんな？　でもこの説やったら、南雲が時々行方ゆくえくらます理り由ゆうも説明できるやろ」


「そ、それは……いやしかし、そういうことじゃないでしょう!?」


「ほな他ほかにどんな説明があるっちゅうねん!!」


「なにも同一人物説にこだわらなくてもいいじゃないですか！」


　二人から少し離はなれた席できつねそばを食べていた結ゆう城きひとみは、箸はしを止めて、向むかいにいる親友に声をかけた。


「何かもめてるみたいだけど……」


「ほっときゃいいのよ。どうせバカが二匹ひき、じゃれ合ってるだけなんだから」




[image: ]


　御み剣つるぎ涼りよう子こは冷さめた口く調ちようでそう返すと、大おお盛もりカツ丼どんを勢いきおいよくかき込んだ。味み噌そ汁しるを一口すすり、ひとみの顔をちらりと見る。


「……そっか。バイパーズが全ぜん滅めつって聞いて心配なんだ？」


「え？　そういうわけじゃないけど……」


　ひとみが否ひ定ていすると、涼子は目を細めて値ね踏ぶみするような目つきになった。


「バイパーズの[image: ]２だか何だか知らないけど、あのヒョーロク玉も最近は落ち目みたいだし、これを機きに正しい高校生の道に戻もどしてあげたら？　あんたの愛の力で」


「正しい道と言っても……」


　ひとみは物言いたげな顔つきで涼子の顔をまじまじと見つめた。


「ダメだわ。きっと私には無む理りね」


「なんでよ？」


「だって──」


　ひとみは言葉を呑のみ込んだ。


（自分の親友ですら正しい高校生の道に戻せないのに……）


　そう言ってみたところで、この世せい紀き末まつにサムライを志こころざしている女子高生には通じないだろうと悟さとっていたからである。





　その日の夕ゆう刻こく──


　池袋サンシャインシティの専せん門もん店てん街がいまで食材の買い出しにきていた慶一郎は、輸ゆ入にゆう物もののハムやチーズの詰つまった袋ふくろを両手に抱かかえて建たて物ものの外に出た。すぐ隣となりには先日、静馬が京きよう極ごく刹せつ羅ら率ひきいるチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉と激げき闘とうを繰くり広げた公園がある。その先の駐ちゆう車しや場じように止めてあるジープに向かう途と中ちゆう、その公園の前を通りかかると、不ふ意いに断だん末まつ魔まのヒキガエルのような悲ひ鳴めいが聞こえてきた。


「へぎゅうっ！」


　人の争あらそう物音に引き寄せられるようにして公園に足を踏ふみ入れた慶一郎が目にしたのは、バイパーズらしい三人の少年に囲かこまれている、赤いアロハシャツに半ズボン姿の小こ柄がらな老人の姿だった。


「!?」


　慶一郎は異い状じようを察さつして眉み間けんにしわを寄せた。老人が囲まれていると見えたのは誤あやまりだと気付いたからである。


　老人が赤い残ざん像ぞうを引いて疾はしった。


　次の瞬しゆん間かん、少年の一人が磁じ針しんを回すようにグルッと一八〇度回転して倒立し、逆さか落おとしに地面に叩たたき付けられた。強きよう烈れつな足あし払ばらいを食らったのだと理解する間もなく、残る二人もまさに『目にも留まらぬ』速さで投げ飛ばされ、くぐもった悲鳴とともに長々と地面にのびた。


「……ったく、歯は応ごたえってもんがねえぜ。最近の若いのは弱っちくていけねえ」


　老人はそう伝でん法ぽうな口調で呟つぶやきながら手を叩いた。一人につき二秒とかかっていない。老人の周囲には似たようなバイカー風のファッションに身を包んだ少年たち数人が大の字に寝ね転ころがり、弱よわ々よわしいうめき声を上げている。


　ピィ──ッ！


　近くで呼よび子この高い音が鳴り、ほどなくして揃そろいのオレンジ色のブルゾンを着た若者の一団が駆かけつけた。池袋周辺をパトロールしている青せい年ねん自じ警けい団だん〈ブラインド・シティ・ガーディアン〉のメンバーである。バイパーズを襲おそう謎なぞの老人の噂うわさを聞いて警けい戒かいしていたらしく、十名近い人数が集まっていた。


「ほう、今度はちったあ骨ほねがありそうじゃねえか」


　老人は唇くちびるの端はしを歪ゆがめてふてぶてしく笑うと、サングラスを少し下げ、鋭するどい視し線せんで辺あたりを睥へい睨げいした。ＢＣＧのメンバーは基本的にレスリングなどの組くみ技わざ系けい格かく闘とう技ぎの経験者で、暴ぼう漢かんなどを取り押おさえる技術に長たけているが、たった一人でバイパーズのチーム一つを壊かい滅めつさせた老人を前にしてさすがに手を出しかねていた。


　慶一郎は倒たおれている少年たちを観察した。身体からだをピクピクと痙けい攣れんさせているが、一いつ向こうに起き上がってくる気配がない。


（コンクリートの地面に背中から思いきり叩き付けられてるからな……これじゃあ起き上がれまい。しかもあの動きは柔じゆう道どうじゃない。古こ流りゆう柔術の流れを汲くむ総そう合ごう格闘術ってとこか）


　慶一郎は近くにいるＢＣＧの一人に声をかけた。


「おい、逃にげた方がいいぞ」


　意外な呼びかけにその青年は驚おどろいた顔で慶一郎を見、次に老人を、そして最後に仲間に目を向けた。老人が身にまとっている殺さつ気きに気付いている顔だ。リーダーらしき男と手しゆ話わのようなサインを交かわし、やがて頷うなずく。


「退たい却きやく！」


　その号ごう令れいで、老人を包ほう囲いしていたＢＣＧのメンバーは一いつ斉せいに踵きびすを返して撤てつ退たいしていった。たった一人の危き険けん人じん物ぶつ（しかも老人）を相手に、ＢＣＧが十人も揃っていながら退却したのは後にも先にもこれ一度きりであった。


「……賢けん明めいな判はん断だんだ」


　慶一郎が颯さつ爽そうたる逃げっぷりに感心していると、老人が寝ねている少年を下げ駄たで踏ふんづけて乗り越こえ、目の前にやってきた。


「よう、おっきな兄ちゃん。こいつの居所を知らねえか？」


　老人が写真を取り出して慶一郎の鼻先に突つきつける。そこに写っている少女が姫ひめ川かわ沙さ羅らだということは一目で判わかったが、慶一郎は表情には出さずにとぼけて聞き返した。


「この子とはどういった関係で？」


「俺の孫まごだ」


　その老人──姫川雷らい蔵ぞうはニコリともせず即そく答とうした。





　　　　二





「せいやぁぁぁっ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、床ゆか板いたを踏む足音と木ぼく刀とうの打ち合う音が朝日差し込む道場に響ひびく。


　飛ひ天てん道場の朝は早い。


　これまで週に三日道場に通ってきていた涼子は、それだけでは飽あきたらずに、慶一郎と美み雪ゆきが起き出すよりも早い時間に朝あさ稽げい古こにくるようになっていた。本人の希望としては毎日──できることなら泊とまり込んで修しゆ行ぎようしたいところだが、剣けん道どう部ぶ顧こ問もんの弥や永ながに紹しよう介かい状じようを書いてもらう代かわりに、入門後も部活には休まず参加すると約やく束そくしている手前わがままは言えない。午前六時から七時半までという限かぎられた時間ながら、稽古内容は大いに満足すべきものだった。ただし、飛天流の技わざは部ぶ外がい秘ひであるため、慶一郎や美雪ですら涼子がどんな稽古を受けているのかは知らされていない。


　朝の稽古を終えた涼子は軽くシャワーで汗あせを流した後、朝食までの暇ひま潰つぶしに飛天神社の境けい内だいの方までやってきた。涼子はＴシャツにジーンズというラフな格かつ好こうでサンダルを突つっかけ、裏うら庭にわを抜ぬけて本ほん殿でんの脇わきに出る。周囲を背の高い木々に囲まれた境内には清く澄すんだ朝の空気が満ちていた。


「んん～っと……あら？」


　深しん呼こ吸きゆうして新しん鮮せんな大気を味わっていた涼子は、賽さい銭せん箱ばこの前に横たわっている奇き妙みような物体を発見した。ちょっと近づいて観察すると、巨きよ大だいなミノムシにも似にたその物体が薄うす汚よごれた寝ね袋ぶくろであることはすぐに判った。


（なんでこんなところに？　は～ん、さては……）


　涼子は辺りを見回し、社しや務む所しよの横に立てかけてある竹の棒ぼうを見つけるとニンマリと微笑ほほえんだ。忍しのび足あしで寝袋に近寄り、棒の先を寝袋の下に差し込んで挺て子この要よう領りようで一気に押おす。寝袋は短い階段を転がり落ち、境内の石いし畳だたみにビタ～ンと叩たたき付けられた。


『キャンッ！』


　追おい撃うちを加えようと棒を構かまえていた涼子は、その悲鳴を聞いて手を止めた。寝袋の中身がジタバタともがいていたかと思うと、ファスナーが開いて明るい金きん髪ぱつの頭が飛び出した。


「いってえ～……」


　ボヤきながら寝袋から上半身を起こしたのは、黒いタンクトップにスパッツ姿の中学生とおぼしきハーフの少女だった。少女は打った頭を押さえながら、碧あおい瞳ひとみで涼子をキッとにらみつける。


「人が気持ちよく寝てるってのに何しやがんだよ、このブス！」


　鼓こ膜まくに突つき刺ささるキンキン声の罵ば声せいを浴あびせかけられた涼子は、眉まゆをピクリと動かしたものの、自分を抑おさえてしおらしく言った。


「悪かったわね。汚きたない寝袋だったからてっきり静馬だと思って……」


「静馬!?」


　少女は涼子の顔をまじまじと見つめると、慌あわてて寝袋から飛び出してファイティングポーズをとった。背を丸め、体たい毛もうを逆さか立だてて威い嚇かくする猫ねこそっくりの構えである。


「よく見りゃあんた、ナギーに付きまとってる性しよう悪わるデカ女！」


「性悪ですって!?　それにナギーって……」


　その時になってようやく、涼子はその少女に見み覚おぼえがあることに気付いた。


「あら、どこかで見た顔だと思ったら静馬の追っかけじゃない。確か名前は……」


「──沙羅ちゃん？」


　横からの声に二人が振ふり向くと、いつの間にやってきたのか巫み女こ装しよう束ぞくの美雪が立っていた。


「涼子さんと……何してるの？」


「なんだ、美雪ちゃんの友達？」


「おい美雪、なんでこの女がいるんだよ!?」


　互たがいに相手が美雪の知り合いだという事実に気付いた涼子と沙羅は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの宿しゆく敵てき同どう士しのようににらみ合った。美雪は二人を交こう互ごに眺ながめて一言、


「朝あさ御ご飯はん……用意できましたけど」





　　　　☆





（これはまた、妙みような具ぐ合あいになってきたな……）


　鬼おに塚づか家の朝食の席を眺ながめながら慶一郎は思った。食しよく卓たくを挟はさんで涼子と沙羅が向かい合っている。背せ筋すじを伸のばして正せい座ざしている涼子に対し、沙羅はあぐらをかいて座すわっていた。アメリカで生活していたため床ゆかに座るという習しゆう慣かんがないのかもしれないが、箸はしの使い方は上う手まい。


「おかわり！」


　二人が同時に茶ちや碗わんを慶一郎の目の前に突つき出した。ご飯を盛もって返してやると、まるで張はり合うように猛もう然ぜんと食べ始める。涼子は朝稽げい古こで、沙羅は昨日から何も食べていないという理由で空くう腹ふくであった。


　慶一郎が気になっているのは自分のおかずを沙羅が食べているということではなく、上かみ座ざで黙もく々もくと箸を運んでいる鉄てつ斎さいだった。鉄斎は沙羅の名前を聞くなり、何も聞かずに快こころよく家に迎むかえて朝食を勧すすめたのである。


　沙羅が朝食を平たいらげて人ひと心ごこ地ちついた頃ころ、鉄斎が尋たずねた。


「御ご両りよう親しんはアメリカだったな。息そく災さいかね？」


「ソクサイ……？　ああ、まあ元気にやってると思いますよ。子供がいないのをいいことにイチャイチャしてんじゃないかな」


「家出中だそうだが、理由は何だ？」


「どうもこうも、うちのジジイがうるさくって」


「ふむ……やはりそうか」


　鉄斎はひどく嬉うれしそうな、見方によってはいくぶん邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。


「そういう事情なら、しばらくここに泊とまっていくがよかろう。話ならわしがつけてやる」


　そう言うなり、鉄斎は席を立って居い間まを出ていった。廊ろう下かに出て階かい段だんの脇わきにある電話の受じゆ話わ器きを取る。ダイヤルして待つこと数秒──


「そちらに死に損ぞこないのチビ猿ざるがおるだろう。出せ。わしからだと言えば判わかる」


　涼子が襖ふすまを少し開けて鉄斎の様子を覗のぞき見る。鉄斎は嘲あざけるように低く笑った。


「わしだ……久しいな。フン、そう言わずにまあ聞け。貴き様さまのところの孫まご娘むすめをうちで預あずかっておる。返して欲ほしくば取りにこい。もっとも本人は貴様の顔など見たくもないと言っておるがな……ずいぶんと嫌きらわれたようだが、まあ無理もあるまい」


　話し声につられて慶一郎も涼子の後ろから覗き込む。


「息むす子こ夫ふう婦ふに続いて孫にまで愛あい想そを尽つかされるとはな。クックック……貴様のような偏へん屈くつな年寄りは、独ひとりさびしく干ひからびて死んでゆくがよいわ」


　嬉き々きとして話す鉄斎を目まの当たりにして、涼子は信じられないと言う面おも持もちで呟つぶやいた。


「わ、笑っている……？　あんなにニコニコしてるお師し匠しようさまを見たのは初めてだわ」


「俺もだ……」


　思わず相あい槌づちを打ちながら、慶一郎はきな臭くさい顔つきになった。電話の相手が誰なのかは容よう易いに想像できた。


（いよいよもって怪あやしい雲くも行ゆきになってきたぞ……）


　電話を切って戻もどってきた鉄斎は、明らかに勝かち誇ほこったような顔をしていた。


「フフ……奴やつめ、まだ何か文もん句くを言っておったが途と中ちゆうで切ってやったわ。怒いかり狂くるっておるだろうから、間もなく乗り込んでくるぞ」


　子供のようにはしゃいでいるとしか見えない鉄斎に、涼子がおずおずと尋たずねる。


「あの……お師匠さま、沙羅さんのおじいさんとお知り合いなんですか？」


「知り合いなどではない。いずれは決着をつけねばならぬ男だ……ちょうどいい、今日をその日にしてくれる」


　鉄斎は唇くちびるの端はしを吊つり上げて、凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべた。





　　　　三





　三十分後、飛天道場の表に小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。


「出てきやがれ鉄斎！　どっちがくたばり損ぞこないか、はっきりさせてやるぜ!!」




[image: ]


　近所に響ひびきわたる怒ど声せいとともに道場に乗り込んできたのは、慶一郎が池袋で出会った老人──姫川雷蔵である。道場の奥おくで正座して待ち構えていた鉄斎は、白しろ鞘ざやの日に本ほん刀とうを摑つかんで立ち上がった。下げ駄たを蹴け飛とばして上がり込んできた雷蔵と向き合う。


　鉄斎は濃のう紺こんの袴はかま姿すがた。対する雷蔵はアロハではなく、作さ務む衣えに似にた柿かき色の道着を身につけていた。長身の鉄斎と短たん軀くの雷蔵では身長差が三〇センチもある。


「俺の孫まごを出してもらおうか」


「会いたくば、わしを倒たおしてからにするのだな」


　雷蔵はケッと吐はき捨てる。


「とっくの昔に隠いん居きよした老おいぼれが吠ほえやがる……言っとくが、俺はまだ現役だぜ」


「ならば今日で引いん退たいということだ」


「口だけは達たつ者しやってわけか」


「腕うでの方も試ためしてみるか？」


「今日が命日になるぜ」


「貴様のな」


　鉄斎は腰こしを落とし、抜ぬき打ちの構かまえをとった。雷蔵はやや左ひだり半はん身みになり、背を丸めて、軽く開いた両手を顔の前に構えた。両足は猫ねこのような爪つま先さき立だちになっている。


　格こう子し窓まどから中の様子を覗のぞいていた涼子は、いきなり始まった勝負に驚おどろいた。


「なんだか妙みような展てん開かいになってきたわね。お師し匠しようさま、まさか本当に斬きるつもりじゃ……」


「いや……どうやら本気のようだぞ」


　慶一郎は一いつ緒しよに覗きながら呟つぶやいた。外にいても張りつめた殺気が伝わってくる。


「本気って……家出した孫を迎むかえに来ただけなのに？」


「理由はどうあれ闘たたかわずにはいられない関係らしいな。あの二人は」


　そう答えながら、慶一郎は雷蔵の構えに注ちゆう目もくした。


（あれは〈無む刀とう取どり〉の構えか？　まさか居い合あい斬ぎりを取れるわけはあるまい。となれば見み切きりか……）


　体格差はもとより、刀を相手に素す手ででは圧あつ倒とう的てきに不ふ利りである。勝しよう機きがあるとすれば斬ざん撃げきを見切って躱かわし、懐ふところに飛び込んで組む以外にはありえない。


　雷蔵の構えが微び妙みように変化していた。鉄斎がわずかに動いたのに反はん応のうして、両手を今度は上下に開き気味にしている。


（太た刀ち筋すじを読んでいる!?）


　慶一郎の背せ筋すじに戦せん慄りつが走った。


（相手の筋肉の動きや呼吸から、繰くり出される斬撃の軌き道どうを読んでいるんだ。居合いそのものを返すつもりなのか!?）


　斬り込もうとする相手の動きを読み、後ごの先せんを取ってカウンター攻こう撃げきを仕し掛かけるのが〈無刀取り〉の極ごく意いである。雷蔵が鉄斎の居合いに対してそれをやろうとしているなら、それは〈真・無刀取り〉とでも呼ぶべき技わざに違ちがいなかった。


「あれっ……!?」


　およそ十分が経けい過かした頃ころ、涼子が驚きの声をもらした。


「いつの間にか移い動どうしてる……なんで？」


　その言葉通り、鉄斎と雷蔵は最初の位置から二メートル近くも移動していた。一見して微び動どうだにしていないようだが、ほとんど構えを変えず、摺すり足を使ってミリ単位で動いているのである。膠こう着ちやくしているようでいて、実際には熾し烈れつな神しん経けい戦せんが繰り広げられているのだ。


　さらに五分後──


　Ｐｒｒｒｒ！


　慶一郎の携けい帯たい電でん話わの呼び出し音が鳴った。勝負の邪じや魔まにならないように急いで通話ボタンを押おす。


「はい、南雲です」


『君は今どこにいるのかね、南雲君!?』


　声の主は藤とう堂どう校長だった。口調からしてかなり立りつ腹ぷくしている様子である。


「今ですか？　家にいますけど」


『なんだと!?　ならばさっさと出しゆつ勤きんしたまえ！』


「どうしてですか？」


『寝ねぼけているのかね？　すでに授じゆ業ぎようは始まっているのだよ！』


　そう言われて慶一郎は慌あわてて腕うで時計を見た。時じ刻こくはとっくに九時を過ぎている。美雪と沙羅を送り出したのは一時間も前のことだった。


「すいません。すぐ行きます！」


　携帯を切ると、慶一郎はまだ勝負に見入っている涼子の腕うでを摑つかんだ。


「行こう御剣。遅ち刻こくだ」


「ええっ!?　でも、弟で子しとしてお師し匠しようさまの勝負を見届けないわけには……」


「それはそれ！　これはこれだ!!」


「そんなあ～っ！」


　駄だ々だをこねて抵てい抗こうする涼子を、慶一郎は有う無むを言わさず引きずっていった。





　たった二人のギャラリーがいなくなって数分後、雷蔵はいきなり後方に二メートル近くも飛び退のいて間ま合あいを外した。ブルッと身み震ぶるいして、口元だけで笑う。


「ケッ、言うだけあって腕は鈍にぶっちゃいねえようだな……この道場も何年か前に閉しめたって聞いてたが？」


「この間まではな」


　鉄斎も刀の柄つかに添そえていた右手を離はなし、抜き打ちの構えを解といた。


「貴様もただの口くち汚ぎたない年寄りになっているかと思ったが、まだ身体からだは動くようだな」


「うるせえ。それより沙羅の奴やつはどうした」


「学校にやった。貴様と鉢はち合あわせにならんようにな」


「あのガキ、何か言ってやがったか？」


「家にいるとジジイがうるさくてかなわんとな。帰る気はないようだが、うちで面めん倒どうをみてやるから心配するな」


「他ひ人とんちの跡あと継つぎ匿かくまってんじゃねえよ。てめえにゃ関係ねえだろ」


「なくもないぞ。うちの美雪とは幼おさな馴な染じみだ。息むす子こ夫ふう婦ふとは付き合いがあったからな。関係がないとはむしろ貴様の方ではないのか？」


「あんだとバカ野や郎ろう！　俺は祖父だぞ、祖父」


「息子夫婦を追い出しておいて、孫まごだけ呼び寄せて家を継がせようなどとは虫が良すぎるというものよ」


「むう……」


　雷蔵が黙だまったのを見て、鉄斎は目を細めて得とく意い気げに鼻を鳴らす。


「フン、図ず星ぼしか」


「やかましい！　なんにせよ沙羅は連れて帰るからな」


「わしに勝てればな」


　雷蔵はわずかに身を縮ちぢめて飛びかかる構えを見せたが、ほとんど同時に鉄斎が鯉こい口ぐちを切ったのを見て、すぐに諦あきらめた。


「俺とてめえがやり合ったところで、いつまでたっても決着なんてつきゃしねえ……疲つかれるだけだ」


「ならばどうする？」


「俺に考えがある」


　雷蔵は自分と鉄斎を交こう互ごに指差した。


「お互たがいの弟で子し同士で勝負するってのは、どうだ？」


「今いま時どき、剣術に勝てるような柔術使いがいるかな」


「俺の仕し込こみを甘あまく見るんじゃねえ。てめえの方こそ、今時本気で剣術やろうなんてバカはいねえだろう」


「そのバカがいなければ再び道場など開かん」


「ほう……言ってくれるじゃねえか。だったらやるか？　次の日曜でどうだ」


「よかろう」


　そういうことになった。










　第二十五話　サムライガール［決けつ闘とう篇］







〈七月四日──快晴〉





　一対一の勝負というものは、実際には二対二で争われるのだという。


　勝負する人間の心の中には、相手の優ゆう位いに立ちたいという願がん望ぼうと、相手の優位を認みとめて楽らくになりたいという願望──いわば「勝ちたい自分」と「負けたい自分」が同時に存そん在ざいしているからだ。


「負けたい自分」が「勝ちたい自分」の足を引っ張ぱらないようにコントロールし、さらに「負けたい相手」を味み方かたに引き入れることが勝負のカギだ。


　いかに実力でまさろうとも、三対一では勝てるものではない。


　勝負強い人間とは、いかに自分が負けたがっているかをよく承しよう知ちしている者なのだ。





　　　　一





「牛うしを買ってこい」


　雷らい蔵ぞうが来た日の夜、鉄てつ斎さいが慶けい一いち郎ろうを書しよ斎さいに呼よんで言った。あまりに唐とう突とつな言い方に、慶一郎は要よう領りようを得ない顔で聞き返す。


「牛というと……角つのが生えててモーと鳴なく、あの牛ですか？」


「他にどんな牛がある」


「買ってこいと言われても……生きたやつ丸ごと一頭を？」


「いや、半身でいい」


「半身でも何十キロかありますけど」


「それでいい。肉の塊かたまりでなくては困るのだ。骨ほねが付いている物ならばなおよい」


「で、その肉の塊を何に使うんです？」


「いずれ判わかる」


　そう言われては根ね掘ほり葉掘り質問するわけにもいかず、引き下がるしかなかった。書斎を出ようとした慶一郎は、いったん立ち止まって鉄斎に確かく認にんする。


「松まつ坂さか牛ぎゆうでいいですか？」


「高すぎる」


　仕し入いれるなら輸入牛だな、と慶一郎は思った。





　　　　☆





　翌日──七月四日。午後四時。


　飛ひ天てん神社の境けい内だいへ続く長い石段の前に、グレーの詰つめ襟えり姿の高校生が立ち止まり、鳥とり居いを見上げた。


「ここだな……」


　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた生き真ま面じ目めそうな顔に少し緊きん張ちようの色を浮うかべ、少年は石段を上っていった。少年は祝しゆう儀ぎ用に包ほう装そうされた二本の瓶びんを左手に下げ、長さ一・五メートルほどの棒状の包みを肩かたに掛かけている。


　石段を上りきって境内に出ると、手帳の間に挟はさんだ手書きの地図を確認し、社務所の脇わきを抜ぬけて神かん主ぬしの家に向かう。目の前に現れたのは瓦かわら葺ぶき木造二階建ての古い日本家屋だった。少年は『鬼おに塚づか』と表ひよう札さつのかかった玄げん関かんの前に立ち、呼こ吸きゆうを整ととのえてから呼び鈴りんを押おす。


「なに!?」


　少年は衝しよう撃げきを受けた顔で思わず飛び退のいた。


　呼び鈴だと思って押したのは、呼び鈴そっくりに印いん刷さつされたシールだったのである。おそらくは十数年前に貼はられたと思われる、ガムのおまけか何かのイタズラシールであった。


「くっ……罠わなか！」


　少年は突つき指ゆび気ぎ味みに痛めた人差し指を震ふるわせ、屈くつ辱じよくに頰ほほをひきつらせながらシールをにらみつける。


「おおっ？　誰だれかと思たら那な智ちやんか！　こんなとこで何やっとんねん」


　ガラの悪い声に振り向いた少年──氷ひ室むろ那智は、そこにいるのが草くさ[image: ]なぎ静しず馬まだと知って愕がく然ぜんとなった。


「なっ……く、草[image: ]!?　どうして君がここにいる？」


「オレはちゃんと呼ばれてきたんや。お前の方こそ何やねん？」


「僕は父の使いできたんだ。こちらの神主の──」


「なんや、ジジイに用事か。よっしゃ待っとれ……オレが呼んだるさかい」


　静馬は頼たのまれもしないのに勝かつ手てに玄関を開けて堂どう々どうと入っていくと、家中に響ひびく大声で怒ど鳴なった。


「オラ、ジジイ！　客じゃあ!!　早よ麦むぎ茶ちやのひとつも出さんかい、このボケがァ～！」


　ズンズンズンズン……


　怒いかりのこもった足音が近付いてきたかと思うと、玄関にセーラー服姿の涼りよう子こが現れた。太めの眉まゆをつりあげ、仁に王おう立だちになって静馬を見下ろす。


「まったく性しよう懲こりもなく……あんた、もっぺん道場の床ゆかを隅すみから隅まで磨みがきたいの!?」


「アホ！　今日のオレはお客様やぞ。丁てい重ちようにもてなさんかい!!」


「そんな態たい度どのでかいお客なんていないわよ！」


　いきなり始まった罵ののしり合いに那智がオロオロしていると、涼子は目ざとく見つけて声をかけた。


「あら、そこにいるのは永遠の[image: ]２こと氷室君」


「永遠は余計だろう」


　那智の苦い顔を、涼子は胡う散さん臭くさそうに眺ながめる。


「静馬にくっついて何しにきたわけ？」


「草[image: ]とは関係ない。僕は父の使いでこちらの鬼塚鉄斎老師に会いにきたんだ」


「お師し匠しようさまに？　ふうん……ちょっと待ってて」


　奥おくに引っ込む涼子を見送りながら、那智は訝いぶかしげな顔つきで呟つぶやいた。


「……お師匠さま？」





　三分後、那智は板張りの上に正座し、鉄斎と向き合っていた。


　場所は飛天道場である。


　初対面の挨あい拶さつをした那智は、祝しゆう儀ぎの酒を差し出した。


「これは父からの祝いわい酒です。四年振ぶりに新たに弟で子しを取り、再び道場を開かれたそうで」


「うむ」


　鉄斎は酒さか瓶びんを横に置くと、那智の持ってきたもう一つの荷物の方に目を向けた。


「見せてもらおうか」


　那智は頷うなずくと、長い包みの口くち紐ひもを解といて、中から一ひと振ふりの日本刀を取り出した。血の色を思わせる鮮あざやかな朱しゆ鞘ざやで、柄つかにもかなり凝こった細さい工くの飾かざりが施ほどこされている。四年前に道場を閉めるにあたり、かつての弟子であった那智の父が、鉄斎から預あずけられた太た刀ちであった。飛天流の後こう継けい者しやにのみ与あたえられる太刀なのだが、那智の父にしてみれば、昨夜鉄斎から電話でいきなり『返せ』と言われるまでは授かったつもりで保ほ管かんしていた代しろ物ものである。


　太刀を取り上げた鉄斎は、作さ法ほう通どおりに鞘から抜ぬき放はなち、冴さえ冴ざえとした銀光を放つ二尺八寸の刀身をじっと見つめた。


　人を斬きる道真とは思えぬ、宝ほう石せきのような華はなやかさのある太刀だった。刀とう身しんも柄も並なみの太刀よりも長く、女性的で優ゆう美びな印いん象しようがある。日本刀の種類についてはさして詳くわしくない那智の目から見ても、どこか尋じん常じようではないと感じさせる不ふ思し議ぎな魅み力りよくがあった。那智が父から聞いた話では四よつ谷や正まさ宗むねと謳うたわれた刀とう工こう、山やま浦うら環たまき源みなもとの清きよ麿まろの作と伝えられているが、中なか子ごに清麿の銘めいはなくただ〈綺あや〉の一文字があるだけだという。


「これはな、ただ人を斬るのみの刀ではない。悪あつ鬼き羅ら刹せつを斬るために鍛きたえられた刀よ」


　鉄斎はそう言うと刀を鞘に戻もどした。刀身の輝かがやきに見とれていた那智がハッと正気に戻った時には、鉄斎は立ち上がって出口に向かっていた。


「ついてこい。面おも白しろいものを見せてやる」


「は……はい！」


　那智は慌あわてて鉄斎の後を追った。





　　　　二





「あれえ、氷室さんじゃないですか」


　鉄斎とともに道場から鬼塚家に戻ってきた那智は、聞き覚えのある明るい声に呼び止められた。


「その声は、まさか……」


　振ふり向くと、ちょうど玄げん関かんに上がってきた神かみ矢や大だい作さくが愛あい想そ笑わらいを浮うかべて手を振っていた。トコトコと近寄ってきた大作は、同情とも憐あわれみともつかない表情で那智を見た。


「あ～あ……とうとうきちゃったんですね。この家に」


「な、なんだ!?　何が言いたいんだ？」


　那智はにわかに不安になって聞き返した。


「草[image: ]に続いて君まで現れるとは……もしやこれは罠わなか？　罠なのか？」


「何をそんなに取り乱しているのかは知りませんけど、この家の敷しき居いをまたいだからには覚かく悟ごした方がいいですよ。鉄斎師し匠しようを頂ちよう点てんとした鬼塚家のヒエラルキーの中に組み込まれることになりますからねえ」


「言っている意味がよく分からないが……」


「まあ、そのうち分かりますよ」


　鉄斎に促うながされて縁えん側がわに出た那智と大作は、そこで奇き妙みような光こう景けいに出会った。裏庭で一番大きな松の木の太い枝えだから、巨きよ大だいなミノムシのような黒い塊かたまりがぶら下がっている。人間が入っている寝ね袋ぶくろと同じくらいの大きさがあった。


「御み剣つるぎ」


　鉄斎に呼ばれて涼子が居い間まの方から現れた。那智を出で迎むかえた時のセーラー服から白しら袴ばかまに着き替がえている。


「これを使え」


　那智は驚おどろきに目を剝むいた。鉄斎が朱しゆ鞘ざやの太た刀ち〈綺あや〉を、無む造ぞう作さともいえる手つきで涼子の目の前に突つき出したからである。


「これって……本物の真しん剣けんですよね」


　少し震ふるえる手で〈綺〉を受け取った涼子は、大好きなオモチャをもらった子供のように目を輝かがやかせた。


「まずは抜ぬいてみよ」


「はい！」


　裸足はだしのまま庭に下りた涼子は、〈綺〉を腰こしに差すと、カチリと鯉こい口ぐちを切って、ゆっくりと抜き放った。七月の陽光を浴あびた刀身が目ま映ばゆい輝きに包まれる。相当に重いはずだが、天に向けて捧ささげるように伸のばされた涼子の右腕うでにはわずかな震えもなかった。


「綺き麗れい……」


　涼子はうっとりと目を細めて溜ため息いきをついた。それほどに姿の美しい刀なのである。


「おいおい、あかんで……ナントカに刃は物ものや。危あむない危あむない！」


　縁側に座すわった静馬が、片手で三匹びきの仔こ猫ねこをあやしながら野や次じを飛ばす。涼子は嬉うれしくてたまらないという表情は変えずに、切っ先を静馬に向けた。


「お師し匠しようさま、あのバカ斬きっていいですか？」


「後にしろ。真剣の扱あつかいに慣なれる方が先だ」


　涼子は少し残念そうな顔をしたが、すぐに真剣な顔に戻もどって両手で柄つかを握にぎった。歩を送りながら、重さを確かめるようにゆっくりとした動どう作さで型通りに振ふるう。よどみなく走る刃が、銀色の波のような残像を宙に描えがいた。


　その様子を惚ほうけたように眺ながめながら、那智が尋たずねた。


「老師……一度は閉めた道場を四年振りに開いたのは、彼女のためですか？」


「そうだ」


　あっさりとした鉄斎の答えに、那智は複ふく雑ざつな表情になった。自分の家では家か宝ほうと同等の扱いをされ那智には抜くどころか今日まで触ふれることも許ゆるされなかった〈綺〉を、涼子が鉄斎から簡かん単たんに与あたえられ、目の前で振っていることに言いようのない理り不ふ尽じんさを感じたのである。それは自分では認めがたい嫉しつ妬との情であった。


　涼子の動きにぎこちなさがなくなってきた頃ころ、庭の隅すみに立って見物している慶一郎に鉄斎が言った。


「そろそろ始めるとしよう」


「本当にやるんですか？」


「何のためにそれを用意させたと思う。言われた通りにしろ」


　慶一郎はやれやれという顔で、松の枝にぶら下がっている巨きよ大だいミノムシに歩み寄った。ナイフを取り出し、表面をすっぽり包んでいる黒いビニールシートを切り開く。中から現れたのは、重さにして五十キロ近くはあろうかという牛の半身だった。


　それを目にした那智は即そく座ざに鉄斎の考えを察さつした。


「まさか、あれで試ためし斬きりをさせるつもりですか!?」


「何を驚おどろくことがある。刀とはそもそも骨こつ肉にくを断たつためのものだ」


「しかし彼女はついさっき、生まれて初めて真しん剣けんを握にぎったところでしょう？　なのにいきなりあんな大物を斬らせるなんて、無む茶ちやもいいところです。下へ手たをすれば自分の足を斬りますよ」


「お前が斬るわけではない」


　鉄斎はぴしゃりと言って、涼子に目を向けた。


「どうだ御剣。危険だが、やめるか？」


「変なことを言わないでください。やります！　やらせてください!!」


　涼子の意い気き込ごみに、鉄斎はかすかに満足げな笑えみをもらす。


「よし、存ぞん分ぶんに斬るがよい」


　涼子は頷うなずくと、いったん刀身を鞘さやに収おさめて牛の半身の前に立った。慶一郎が牛肉を包んでいたビニールシートを地面に敷しく。切り落とされた肉が土まみれになるのを防ぐためである。


　涼子は牛肉をじっと見つめながら、呼吸を整えて気を鎮しずめた。剣術の修行を続けていればいつかは真剣を使わせてもらえる日がくるとは思っていたが、斬る物といえばせいぜい巻まき藁わらくらいだと考えていた。しかし今、目の前にあるのは自分の体重にも匹ひつ敵てきする巨大な肉の塊かたまりである。実際に武士が生きていた時代には、罪ざい人にんの死体を使って試し斬りが行なわれたというが、それとほぼ同じことをやろうとしているのだ。


「大きいけど肉でしょ？　真剣なんだから簡単に斬れるんじゃないですか？」


「そうはいかないよ」


　大作の脳のう天てん気きな言葉に、那智は首を横に振ふった。


「あれだけの大きさの肉の塊だ。刃は筋すじが通っていなければ一いつ刀とう両りよう断だんに斬ることはできない」


「刃筋って？」


「斬り込む方向に対して刃の角度がずれていると、まっすぐ斬れずに太た刀ち筋すじが曲がってしまうんだ。あの肉には肋ろつ骨こつが残っているから、刃筋が乱みだれていると肋骨に沿そって思わぬ方向に曲がり、自分の足を斬ってしまうかもしれない。斬る瞬しゆん間かんに手首を締しめて返さなければ充じゆう分ぶんに刃に力が伝わらないんだが、それだって熟じゆく練れんが必要だ。言うほど簡単じゃない」


「そう言う氷室さんは真しん剣けんで物を斬きったことがあるんですか？」


「……巻き藁なら」


「ふうん……じゃあ、あんな大きな肉を斬った経けい験けんはないんだ」


　那智は言葉を失った。その通りだったが、はっきり言われると癇かんに障さわる。


　玄げん関かんに人の気配があった。間もなく中学の制服姿の美み雪ゆきと沙さ羅らが居間にやってきて、縁えん側がわに顔を出した。


「あれ!?　ナギーじゃな～い！」


　静馬の存在に気付いた沙羅が甘あまったるい声を出した。静馬は擦すり寄ってくる沙羅をうるさそうに押おし返す。


「大事なとこや。静かにせえ」


「なによ～」


　口を尖とがらせて文もん句くを言おうとした沙羅は、その場を支し配はいしている異い様ような空気に気付いてハッと息を呑のんだ。


　涼子が抜ばつ刀とうしていた。


〈綺あや〉を頭上に振ふりかぶり、右足を後ろに引いた。両目の目ま蓋ぶたが下がり、半はん眼がんになっている。


　その姿を見ながら、那智は内ない心しん舌したを巻いていた。涼子は緊きん張ちようはしていても舞まい上がってはいなかった。力りきんでいる様よう子すが見られないのは見事といえた。真剣でなくとも、初めて持った道具が手に馴な染じむまでには相当な月日と熟練が必要である。しかし〈綺〉を大上段に構えた涼子の姿に不自然さはない。初めて手にする太た刀ちと一体になっていた。


「ああ……こんなことならもっといいカメラを持ってくるんだった」


　那智の隣となりでＤＶカメラを回している大作がぼやいた。一枚絵を撮とりたくなるほど涼子の姿が様になっているのである。


　そして数秒──その場にいる全員が息を止めて待った。


　弾はずみをつけるように〈綺〉の切っ先がわずかに後ろに下がり、次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい勢いで振り下ろされた。涼子は右足を大きく前に踏ふみ出し、身体からだごと前のめりになって太刀を振り切った。


　風を切る音だけが聞こえた。


　微び動どうだにしなかった肉につ塊かいの表面に、斜ななめにまっすぐ切れ目が走った。ピンク色の断面を見せてぱっくりと口が開き、袈け裟さに斬きられた肉塊の下半分がどさりと落ちる。数本ある肋ろつ骨こつも綺き麗れいに切断されていた。




[image: ]


　左ひだり膝ひざを地面につき、必殺の一刀を放った残ざん心しんの姿し勢せいで固まっていた涼子は、大きく息を吐ついて顔を上げた。額に玉の汗あせが浮ういている。


「見事だ」


　頷うなずく鉄斎に、涼子は強こわ張ばっていた頰ほほを緩ゆるめて会かい心しんの笑えみを見せた。





　　　　三





　鬼塚家の居間には肉の焼けるいい匂においが充じゆう満まんしていた。テーブルの中央に置かれたホットプレートには薄うす切ぎりのロース肉や野や菜さいが敷しきつめられ、食欲を刺し激げきする音をたてている。


「ああっ！　その肉は僕がキープしてたのに～」


　大作が情なさけない抗こう議ぎの声を上げた。


「お前のだってんなら、ちゃんと名前書いときな！」


　向かいに座すわった沙羅は奪うばい取った肉を素す早ばやく口に放ほうり込み、得とく意い満まん面めんの顔で言う。美雪を挟はさんで二つ隣となりにいる涼子が呆あきれた顔になった。


「肉は有り余あまってるんだから取り合いするんじゃないわよ。小学生じゃあるまいし……」


「自分の陣地も守れない奴やつが悪いんだよ」


　言うなり、沙羅は大作が焼いている肉を狙ねらって再び箸はしを伸のばした。大作はアホウドリから雛ひなを守るイワトビペンギンのように果か敢かんに防ぼう御ぎよするが、反応速度と狡こう猾かつさの差でまたもや奪うばわれてしまう。大作は一人だけ居間の隅すみの特とく等とう席せきにいる静馬に訴うつたえた。


「静馬さ～ん！　僕、なんかイジメにあってるんですけど」


「たかが肉くらいのことで男がガタガタ騒さわぐな！」


「言ってることは格かつ好こういいんですけど……説得力はないですよ」


　静馬の前に置かれたお盆ぼんの上には、厚さ五センチは下らない極ごく厚あつステーキが湯ゆ気げを上げて鎮ちん座ざしていた。しかしそのボリュームに反して静馬の顔は冴さえない。


「アホ！　これがヒレとかロースやったら文句はないわい。見てみい!!」


　静馬はナイフを握にぎってステーキに垂直に突つき立てた。しかし手を放すと肉の弾だん力りよくに押おし戻もどされてパタリと倒たおれる。あまりに固くてナイフが刺ささらないのだ。


「これをどうやって食えっちゅうねん!?」


「さすがのお前でもそれは無理か」


　台所から追加の肉を運んできた慶一郎が見み兼かねて言った。


「スジ肉も塊かたまりになると切れないからなあ……お前なら嚙かみ切れるかと思ったが、ちょっとやりすぎたな」


「人間に食えるもんを出さんかい！」


「牛肉処しよ理り班はんとして動どう員いんされたわりには文もん句くが多いな……まあいい、とりあえず先にこれでも食ってろ」


　慶一郎はスジ肉ステーキの皿を取り上げ、代かわりに骨付き肉のローストを静馬のお盆に置いた。テーブルにロース肉の載のった大皿を置くと、スジ肉を圧あつ力りよく釜がまで蒸むし焼やきにするために台所へ戻っていく。一人で七人分の食事をサービスするため、慶一郎はさっきから台所と居間をひっきりなしに往おう復ふくしていた。


「これやこれ！　これぞ人間様の食いもんや」


　骨を手で摑つかんで原げん始し人じんよろしく肉にかぶりつく静馬を遠目で眺ながめながら、那智は不ふ審しんな顔で大作に尋たずねた。


「どうして草[image: ]は離はなれた所にいるんだ？」


「鬼塚家の階級制度では、静馬さんは下座のさらに下に位置付けられてますからねえ」


「例のヒエラルキーか……そういう君の地位は？」


「僕は美雪ちゃんの家庭教師ですから」


「アタシは美雪の幼おさな馴な染じみだからね～」


　そう言いながら沙羅が三み度たび大作の肉を狙ねらう。大作は囮おとりのピーマンを摑ませてその襲しゆう撃げきを躱かわし、肉を自分の取り皿に移した。一瞬の攻こう防ぼうに啞あ然ぜんとしながら、那智は続ける。


「もう一つ気になっていることがあるんだが……あの大男は何者なんだ？」


「居い候そうろうだ」


　と鉄斎。


「うちのクラスの担たん任にんなんですよね」


　大作は苦笑いしながら。


「静馬の天てん敵てき」


　涼子はあっさりと。


「帰ってきた伝説の番長！」


　沙羅は烏龍ウーロン茶ちやの入ったグラスを振ふって。


「……美お味いしいご飯を作る人」


　美雪は小さな声で独ひとり言ごとのようにコメントした。それぞれが慶一郎のプロフィールを端たん的てきに語っていたが、那智の頭の中ではまるでイメージがまとまらなかった。


「なるほど……よく分かったような分からないような……」


「そういうあんたは何なわけ？」


　涼子にあんた呼ばわりされ、那智は鼻はな白じろんだ。那智は上座の鉄斎の隣となり、涼子と向かい合う位置に座すわっている。大作よりも地位の高い席である。


「僕は父の使いで刀を返しにきたわけだから、客扱あつかいなんじゃないのか？」


「あんたのお父さんって、お師し匠しようさまの弟で子しだったって聞いたけど？」


「うちは代だい々だい剣けん術じゆつを伝えている家でね。父はこちらに出で稽げい古こに来ていたんだ」


「先せん祖ぞ代々剣術を……!?」


　涼子の眉まゆがピクリと動いた。


「じゃあ骨こつ法ぽうも伝でん家かの技わざ？」


「当て身技はうちにも伝わってるけど、骨法は古武術の道場に通っているんだ。そこの師匠が亡なくなった祖父の友人でね」


「ふう～ん……エリートなんだ」


「え？」


　那智は自分を見る涼子の目つきがひどく冷たいことにようやく気付いた。


「エ、エリートだなんて大おお袈げ裟さな」


「由ゆい緒しよ正しい剣術使いの家系に比くらべれば、あたしなんてただの庶しよ民みんだものね。所しよ詮せんは武士と町人の違ちがいってやつかしら」


「うちだって先祖が武士ってわけじゃないんだが……」


「でも子供の頃ころから鍛たん練れんを積つんでたんでしょ？」


「まあ、それはそうだけど……」


「骨法はいつからやってるの？」


「正式に入門したのが中学に入る前後だったから……五年目かな」


「けっこう長くやってるじゃない。見かけは優ゆう等とう生せいなのに……能のうある鷹たかは爪つめを隠かくすってやつよね」


「いやあ、それほどでも……」


「でも静馬には負けたのよね」


　那智は危あやうく吹ふき出しそうになった。涼子の恐おそるべき罠わなにはまったことに気付いたからである。


「五年も修行してあんなのに負けるんじゃ、その道場のレベルもたかが知れてるわね」


　那智の青ざめた顔にも気付かぬふりで、涼子は淡たん々たんとした口調で追い討うちをかける。那智はどうして涼子に嫉しつ妬とされなければならないのか理解できず、助けを求めるように鉄斎の方をちらりと見た。


　鉄斎は二人の会話も聞こえない顔で冷酒を呑のんでいたが、その視線に気付いたらしく那智の方を向いた。


「ほう……負けたのか」


　鉄斎の言葉は那智の求めていたものではなかった。那智は背せ筋すじに冷や汗あせが流れるのを感じた。


「は？　そ、それは……」


「負けたのだな」


　念を押おされるように訊きかれた那智は、首を縦たてに振ふるほかなかった。





　追加の肉と野菜、それに炊たき立てご飯を入れたおひつを持って居間に戻もどってきた慶一郎は、テーブルにいた那智の姿が消えていることに気付いた。周囲を見回して居場所を知ると、怪け訝げんな顔つきで声をかける。


「氷室君、どうしてそんなところにいるんだ？」


「さあ……僕にはなんとも……」


　静馬の隣となりに移動した那智は、頰ほほをひきつらせながら答えた。強きよう制せいされたわけではなく自分の判断で移ったのだが、涼子と鉄斎の無言の圧力に耐たえられず、静馬より下の席に移動せざるを得なかったというのが真しん相そうだった。


「刀を届けにきただけなのに……どうして僕がこんな屈くつ辱じよくを受けなければならないんだ!?」


「な～に贅ぜい沢たく言うとんねん。そんなもんは屈辱のうちに入らんわい」


　静馬は庭を振り返って松の木を指差した。


「あそこの木に縛しばり付けられて激げき辛からカレーを食わされたもんにしか、ホンマの屈辱は理解できんのや！」


「……何をしたらそんな目に遭あうんだ？」


「しかもその後、手しゆ裏り剣けんの的まとにされたりもしたけどな」


「そこまでされて、よくもこの家にくる気になったな」


「そらお前、肉食えるって聞いたからにはくるわい」


「しかし……プライドってものがあるだろう？」


「それと肉とは関係ないやろ」


「関係ないのか!?」


　那智は呆ぼう然ぜんとした顔で静馬を見つめる。しかし、骨をしゃぶっている静馬の顔のあまりの呑のん気きさに、もはやそれ以上言うべき言葉を失った。静馬の十分の一でも図ず太ぶとさがあれば最下位にならずに済すんだはずなのだ。


（何やら複ふく雑ざつなドラマがあったらしい……）


　慶一郎はそう理解して触ふれないことにした。夕食とは別に用意したお盆ぼんを手に、美雪に声をかける。


「美雪ちゃん。これ、忘れてるよ」


「あっ……いけない」


　美雪はお盆を受け取ると、縁えん側がわに出て呼びかけた。


「ラウール、ジェラール、バルタザール！」


　その声を聞いて、一個の黒い毛玉のようになってじゃれ合っていた三匹びきの仔こ猫ねこが駆かけ寄ってくる。美雪はお盆に載のせていた三つの小こ皿ざらを床ゆかに置いた。


　エサを食べ始めた仔猫たちを、静馬と那智が二人してじっと見つめた。美雪がエサを置いた位置が、はからずも自分たちより上座だったからである。


「お前ら……オレに拾ひろわれたくせに、ずいぶんと出しゆつ世せしたもんやな。それになんでフランス風やねん!?」


　ペット以下の地位まで転てん落らくしたのはさすがにショックらしく、静馬は仔猫相手に恨うらみがましく文句をたれた。


　涼子は仲良く並んでいるバイパーズの[image: ]１と[image: ]２を横目で一いち瞥べつすると、鉄斎に尋たずねた。


「お師し匠しようさま。氷室君のお父さんって、剣けんの腕うで前まえはどうだったんです？　飛天流の免めん許きよ皆かい伝でんは受けてるんですか？」


「皆伝だと？　まさかな……」


　鉄斎は鼻で笑った。


「氷室家に伝わる剣術は、とても兵ひよう法ほうなどと呼べた代しろ物ものではない。所しよ詮せんは生ぬるい『御お座ざ敷しき剣法』よ。入門したての頃はろくに巻まき藁わらも斬きれんというていたらくでな……一から鍛きたえ直さねばならなんだわ」


「ちょっ……ちょっと待ってください！」


　自分の家の悪口を耳ざとく聞きつけた那智が慌あわてて腰こしを浮うかせた。


「父は飛大流の門下でも一、二を争う腕の持ち主だったと聞いています。御座敷剣法とはあんまりな言い方ではないですか!?」


「確かに腕だけはあったがな……奴やつにはサムライの魂たましいがなかった。剣術をして精せい神しん修しゆう養ようの法などとほざくのは剣士の資し質しつに欠かける証しよう拠こよ」


「でも現代においては人を斬ったら犯はん罪ざいです」


「時代がどうあれ、人間の一生のうちにはどうしても斬らねばならぬ相手に出会うこともある。斬るか斬らぬかはその時の判断で決めるとして、『斬れぬ』ようでは剣術の意味がなかろう。人を斬る覚かく悟ごのない者に飛天流を継つぐ資格はない」


　現代に生きるサムライの論ろん理りに、那智は返す言葉もなかった。皆伝を受けた弟で子しがいまだにいないというのも納なつ得とくできたが、代わりに別の疑念が口をついて出た。


「では……彼女にはその覚悟があるとおっしゃるんですか!?」


　指をさされた涼子は、自信ありげに微笑ほほえんだ。


「じゃあ、あたしと勝負して実際に確かめてみるってのはどう？」


「え？　しかし、それは……」


「あら、先祖代々剣術を伝えてる家系のくせに、入門して一か月半しかたたない素人しろうと相手に躊ちゆう躇ちよするわけ？」


「いっ……一か月半!?」


　その数字を聞いた那智は目め眩まいを覚えた。普ふ通つうなら真しん剣けんに触ふれるどころか基き礎そ的てきな訓くん練れんしかさせてもらえない段階である。


「それとも、やっぱり御お座ざ敷しき剣法じゃ実戦は不ふ得え手てなのかしら？」


「い……いいだろう。その勝負、受けようじゃないか！」


　那智はほとんど無意識にそう答えていた。





　　　　四





（売り言葉に買い言葉とはいえ、軽けい率そつだったかな……）


　四よ畳じよう半はんの別室で袴はかまに着き替がえながら、那智は早くも後こう悔かいしはじめていた。


　男の意い地じというよりは、涼子に対する嫉しつ妬とから勝負を受けたようなものだった。涼子は涼子で、剣術使いの家系に生まれたというだけの理由で那智に嫉妬しているのだからお互たがい様さまなのだが、そう考えると勝負の動どう機きそのものがあまりに子供っぽくて無む意い味みに思えてくる。


　さらに、勝負を受けた直後の静馬たちのコメントがふるっていた。


『あ～あ……高ぁ～い買い物しちゃいましたね。知りませんよ、どうなっても』


　大作はあからさまな憐あわれみの口調で言い、静馬の方はというと、


『まあ、どっちに転ころんでも絶対ロクな結果にはならんと思うけどな……あの女を敵に回したからには油ゆ断だんせんこっちゃ』


　と、友情にあふれた心強いアドバイスをくれたのだ。


　さすがに真剣で斬きり合うわけにもいかないので、勝負に使う得え物ものは木刀に決まったが、剣道では有ゆう段だん者しやとはいえ剣術は始めてわずか一か月半の女の子が相手である。どこまで本気で打ち込んでいいものか見当もつかなかった。負けるのは嫌いやだが、怪け我がをされても大いに困こまる。


（どっちにしても結ゆう城きさんに会わせる顔がなくなるな……）


　涼子の親友とはとても思えないほどおとなしい性格の結城ひとみを思い出し、那智は気が重くなった。


（しかし、これは言わば殺さつ人じん剣けんと活かつ人じん剣けんの対決ということになるのか……だったら負けるわけにはいかないな）


　那智はそう考えて自分を納なつ得とくさせた。袴の帯おびを締しめて身み仕じ度たくを整ととのえる頃には、様々な雑ざつ念ねんはきれいに消えていた。


「……よし、行くか」


　気き息そくを整ととのえて腹を据すえると、襖ふすまを開けて廊ろう下かに出る。


　その直後だった。


「──氷室那智、敗れたり!!」


　突とつ然ぜんの声に振り向いた那智が見たのは、木刀を大上段に構えている涼子の姿だった。


「なっ……!?」


　部屋の外で待ち伏ぶせされていたのだと気付く暇ひまもなく、ガツンという鈍にぶい音とともに頭の中に火花が散り、那智の意識は闇やみに呑のまれた。





　　　　☆





「アホが……そやから油断すんなっちゅうたのに」


　静馬の言葉が頭の中でガンガン反はん響きようし、那智は顔をしかめた。


「ほらね、高くついたでしょう？　最初からこうなると踏ふんでたんですよねえ」


　落ち込んでいるところに大作がさらに追い討うちをかける。


「分かったからもう何も言わないでくれ……ここにきた時から悪い予感はしていたんだ……」


　二人に脇わきを支ささえられ、ふらつく足で石段を下りながら、那智は屈くつ辱じよくに打ちひしがれた表情で力なく呟つぶやいた。


　完敗だった。


　宮本武蔵のエピソードを持ち出すまでもなく、兵法者にとっての勝負というものは闘たたかうと決まった瞬しゆん間かんから始まっているのだ。襖ふすま一枚隔へだてて待ち伏せしている敵の気け配はいを察さつ知ちできないようでは、剣士としては確かに失格だった。


　しかし──真剣勝負の厳きびしさとはいえ、納得できかねるのもまた事じ実じつである。


　石段を下りきったところで、那智は飛天神社を振り返り、精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げた。


「こんな所……頼たのまれたってもう二度と来てやらないからな～ッ!!」


　境けい内だいに立って見送っていた鉄斎と涼子は、その声を聞いて失しつ笑しようをもらした。


「フッ……負け犬が吠ほえよるわ」


「ほんと、無ぶ様ざまね」


　勝ち誇ほこる師弟を後ろから眺ながめながら、慶一郎は思った。


（あの師し匠しようにしてこの弟で子しあり、か……）




[image: ]








　第二十六話　出動！　地球防衛勇者教師







〈七月五日──曇り〉





　英えい雄ゆうのいる世界というのは不ふ幸こうだが、英雄が求められている世界はそれにも増まして不幸だという。つまり英雄が必要とされない世界ほど幸こう福ふくだってことだ。


　こんなことを考えるのは、このところソルバニアからお呼びがかからないからだ。あっちが英雄を必要としていないのならそれでいい。便たよりがないのはよい便りとも言うが、俺おれを召しよう喚かんするのは核かく兵へい器きの使用と似たようなものらしいのでなおさらだ。


　しかし気になっていることもある。先週の土曜日、例によって現れたゲイツの手先と闘たたかっている最中に、何か大変な事件があったような気がするんだが、どうしても思い出せないのだ。とても重要なことを忘れているような気がして落ち着かない。今度レイハに呼び出されたら確かく認にんしないとな。


　それに困っていることはもう一つある。こちらの方がより切せつ実じつかもしれない。なぜなら……





　　　　一





「こいつは大変なことになったぞ……非常にまずい」


　朝──鬼おに塚づか家の台所である。


　慶けい一いち郎ろうの目の前には、扉とびらを開け放たれた大おお型がた冷れい蔵ぞう庫こがあった。その中には、昨日の試ためし斬ぎりで使った牛の半身が部分ごとに切り分けられて冷蔵されている。


　問題はその量である。五十キロ近くもあるため、冷蔵庫の中が肉だけで一いつ杯ぱいになっていた。人間が一人入っているようなものである。こうなることを見み越こして昨日は静しず馬まを呼よんだのだが、いくら大おお食ぐいとはいえ一人では五キロが限げん界かいだった。


　慶一郎は壁かべに掛かけてあるホワイトボードに、牛肉を使ったメニューを思いつくままに並べていった。ローストビーフ、ビーフストロガノフ、ビーフシチュー、ハンバーグ、しゃぶしゃぶ、肉じゃがｅｔｃ……


「いかん！　下へ手たに凝こった料理にするとかえって肉の消しよう費ひ量りようが減へってしまう……やはりシンプルに焼肉にするしかないか」


　続いて牛肉軍に対する自軍の戦力を計算した。鉄てつ斎さいと美み雪ゆき、大だい作さくは問題外である。涼りよう子こと沙さ羅らは見かけによらず食べる方だが、それでもせいぜい二キロがいいところだろう。結けつ局きよく、主しゆ力りよくとなるのは自分と静馬の二人だったが、これだけの量の肉を処しよ理りするとなると、想像するだけでウンザリした。


「こうなったら援えん軍ぐんを要よう請せいするしかないな。戦力になりそうな奴やつで、この家に呼んで不ふ都つ合ごうのない人間となると……」


　慶一郎は頭の中で牛肉処理作戦の参加者をリストアップしながら、カレンダーの次の日曜──七月七日に赤ペンで『Ｘｄａｙ』と書き込んだ。





　　　　☆





　大だい門もん高校、校長室。


「──というわけで焼肉パーティをやろうと思うんです。校長も参加しませんか？　ただし一人当たりのノルマは一キロですが」


　藤とう堂どう校長は割り当て量りようを聞いてゲップの出そうな顔つきになった。


「五十になろうかという人間に一キロはきついよ。私では力になれそうにないな。運動部の生徒を召しよう集しゆうしたらどうかね？」


「あまり無関係な人間を呼んで騒さわがれても困こまりますから、できれば身内に頼たのみたいんですよ。実行委員会の生徒なら校長の手て下したですから礼れい儀ぎはわきまえてるでしょうが……」


「手下という言い方はやめたまえ」


　藤堂は苦々しく言うと、


「パーティもいいが、本来の仕事を忘れてもらっては困るよ」


「草くさ[image: ]なぎのことでしたら放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶですよ。奴やつは奴なりに腕うでを磨みがいているようですからね。ご存ぞんじかもしれませんが先週も……」


「誰だれが草[image: ]君のことを聞いた？」


「……は？」


「南な雲ぐも君、自分の仕事が教師だということ忘れたのかね!?　来週末には期き末まつ考こう査さがある」


「期末……？」


「君が一週間も留る守すにしている間に、こちらではもうそういう時じ期きに入っているのだよ。今回は君にも試験問題を作さく成せいしてもらうからな……どうしたのかね？」


　慶一郎が難むずかしい顔をしているのを見て、藤堂が尋たずねる。慶一郎はハッと顔を上げて手を打った。


「期末って、もしかして休みの前にやるというあの期末ですか!?」


「他にどんな期末があるというのかね？」


「いやあ……二十世紀も終わろうというのに、まだそんな旧きゆう態たい依い然ぜんとした制せい度どが残のこっていようとは」


「寝ね言ごとを言ってもらっては困る。日本では全国的に残っているぞ」


　慶一郎は締しまりのない顔で肩かたをすくめた。


「やめましょうよ。面めん倒どう臭くさいから」


「そうはいかん！　学がく業ぎように全ぜん力りよく投とう球きゆうしている生徒にとっては一学期最後の見せ場だ。こちらとしても手を抜ぬくわけにはいかんのだ」


「はあ……分かったような分からんような変な理り屈くつですね。そういうことなら適てき当とうに作っときますよ。じゃあ、他の先生方にも声をかけないといけないので失礼します」


　藤堂が新しい小こ言ごとを言い出さないうちに、慶一郎は逃にげるように校長室を辞じした。





　　　　☆





　その日の夕方、駅前の東とう武ぶストアに慶一郎の姿があった。夕食の買い出しのためである。


（案外集まらんもんだな……）


　キャベツの山からいい品を選びながら、今日の成せい果かについて思い返す。何人かの教師や生徒に声を掛かけたが反はん応のうはいまひとつだった。


（焼肉程度ではたいして喜ばないってわけか。日本人もずいぶんと贅ぜい沢たくになったもんだ）


　その時、何者かの視し線せんを感じた慶一郎は手を止め、フェイントを加えながら素す早ばやく背はい後ごを振ふり向いた。小こ柄がらな人ひと影かげが慌あわてて陳ちん列れつ棚だなの裏うらに隠かくれる。慶一郎は相手の逃とう走そう経けい路ろを予測して売り場を大きく迂う回かいし、反対側の惣そう菜ざいコーナーに先回りした。


　角に隠れて待っていると、四よつ葉ば中ちゆうの制服を着た三つ編あみの髪かみの少女が早足でやってきた。少女は背後をちらりと振り返って露ろ骨こつに安あん堵どした表情になる。慶一郎は気配を殺して近付き、少女の背後に音もなく立った。


「──やあ、神かん崎ざき君」


「ひゃっ!?」


　いきなり声を掛けられ、神崎唯ゆいは飛び上がらんばかりに驚おどろいた。青ざめた顔で大男の慶一郎を見上げる。逃げようにも惣菜コーナーに追おい詰つめられた状態で、すでに退たい路ろは断たれていた。


「君も夕食の買い物かい？」


「え、ええ……母に頼たのまれて」


「そいつは感かん心しんだな。ところで学校の方はどうだい？」


「どど、どうと言われましても……」


　唯は目を白黒させて今にも卒そつ倒とうしそうな様子だった。慶一郎にとってはほんの挨あい拶さつ程度の話題だが、唯にしてみれば、怪かい獣じゆうが破は壊かいの限りを尽つくした街まちの住人に復ふつ興こうの進み具合を直じかに尋たずねているようなものである。『とくに変わったことはありません』などと無ぶ難なんな回かい答とうをしようものなら再ふたたび来らい襲しゆうしかねない。かといって『おかげさまで……』とは言い難がたいところだった。


　唯が答えに窮きゆうしているのを見て、慶一郎はさっさと本ほん題だいに移うつった。


「ところで今度の日曜のお昼は何か予定は入ってるのかい？」


「は!?　あ、明後日ですか……？　いえ、とくに何も……」


「そいつはよかった。その日、うちでちょっとしたパーティを開くことになってるんだよ。不都合がなければ君にも参加してほしいな。美雪ちゃんがいつもお世話になってるからね」


「あ……あの、でも」


「牛肉料理がメインなんだが、宗教的な理由で口にできないということはないよね？」


「それは大だい丈じよう夫ぶですけど……」


「だったら決まりだな。じゃあ日曜の一時、飛ひ天てん神社の裏の鬼塚の家まできてくれ。普ふ段だん着ぎでいいからね。お腹なかを空すかしておいてくれよ」




[image: ]


　そう一方的に話を決めると、口をパクパクさせている唯をその場に残してさっさと立ち去る。


（予よ備び兵へい力りよく、確かく保ほ）


　明日もこの調子で行くぞと決意しつつ、慶一郎は意い気き揚よう々ようとレジに向かった。





　　　　二





　翌日──七月六日、土曜日。


「つまんない、つまんない、つまんな～い!!」


　沙羅はシャーペンを放ほうり出し、ごろんと大の字に寝ね転ころがった。


　鬼塚家の一階にある六ろく畳じよう間ま──美雪の部屋である。部屋の窓まど際ぎわにはベッドと机つくえ、小さな鏡きよう台だいと本ほん棚だながあり、真ん中には正方形の白いテーブルが置かれている。中学生の女の子の部屋にしてはおよそ飾かざり気というものがなく、さっぱりとしすぎている感じがするが、飛天神社の境けい内だいや鬼塚家の敷しき地ちを含ふくめた全体が美雪の居い場ば所しよなのだと考えれば不思議というほどではない。


「始めてまだ三十分もたってないのに、もう降こう参さん？」


　少しからかうような口調で大作が言う。テーブルの上には教科書とノートが広げられ、今しも試験勉強の最中であった。大作は美雪の家庭教師として雇やとわれているが、下宿している沙羅もついでに教えることにしたのだ。しかしその沙羅は連れん立りつ方ほう程てい式しきを前にして早くも音ねを上げていた。


「初歩的な問題のはずなんだけどなあ……」


「イヤ～、数字キライ～！」


　沙羅はベッドの下から自分の寝ね袋ぶくろを引っ張り出すと、ヤドカリのように素す早ばやく中に潜もぐり込んだ。昼間だというのに早くも眠ねむりにつこうとする沙羅を、大作が揺ゆり起おこす。


「なにも巣す籠ごもりしなくても、ちゃんと教えてあげるから」


「だいたいなんで大作なんかに勉強を教わんなきゃなんないのよ!?」


「それはほら、僕ってこう見えても優ゆう等とう生せいだから」


「ナギーが教えてくれるんならやるけど、大作じゃね～」


「静馬さんだと中学の数学は難しいと思うけどなあ……それより出てきなよ。悪いようにはしないから」


「ヤダ～」


　沙羅は頭を引っ込めて抵てい抗こうする。大作はテーブルに両手で頰ほお杖づえをついて二人のやりとりを眺ながめている美雪に尋たずねた。


「ねえ美雪ちゃん。ドライヤー貸かしてくれる？」


　美雪がベッドの脇わきを指差す。そこにはコンセントにつながったままの小型のドライヤーがあった。大作はそれを摑つかんでスイッチを熱風に合わせた。


「さあ、出てこないと熱風を送り込んでサウナにするよ？」


「へへーん、やれるもんならやってみな」


　沙羅は内側から寝袋の口をキュッとすぼめて防ぼう御ぎよを固める。大作はフンと鼻を鳴らすと、寝袋の上から沙羅の脇の辺あたりをくすぐり始めた。沙羅は無む言ごんでジタバタと暴あばれていたが、すぐに耐たえられなくなって寝袋の口を緩ゆるめる。大作は素早くそこにドライヤーの先を突つっ込んで『強』の熱風を送り込んだ。


「うわっ!?　あちあちあっちぃ～っ!!」


　沙羅はたまらず寝袋から飛び出した。酸さん欠けつのため真赤になった顔で息を吐はくと、得とく意い顔がおの大作をキッとにらみつけた。





　ノックの音がした。


　美雪が戸を開けると、紅茶とチーズケーキの載のったお盆ぼんを手に慶一郎が顔を出す。


「神かみ矢や、そろそろ一休み……」


　そう言いかけたところで、慶一郎は部屋の中の様よう子すに気付いた。うつ伏ぶせに組み敷しかれた大作が、馬うま乗のりになった沙羅に締しめ技わざを食らっている最中であった。


「せ……先生、お助け～」


　大作が今にも死にそうな声をあげる。慶一郎はやれやれという顔になると、美雪にお盆を渡わたし、沙羅に声をかけた。


「お取り込み中悪いが、姫ひめ川かわさん？」


「あによ？」


　沙羅が大作の首を放はなして振ふり向いた。


「これからちょっと君の家に行ってみようと思うんだが、場所を教えてもらえるかな？」


「ジジイのとこに何しに行くのさ？」


「君のことじゃないよ。俺の個人的な用事でね」


　怪け訝げんな顔つきになる沙羅に、慶一郎はニッと微笑ほほえんだ。





　　　　☆





　かつて城が存在したことでも知られる赤あか塚つかの周辺は、小高い丘おかの連つらなる地形になっている。高低差はかなり大きく、地図上ではまっすぐな道に見えても実際には急な坂道になっていることが多い。姫川家はそんな急坂を上った先の、丘の上の住宅地の一角にあった。


（家というより……これはどう見ても屋敷じゃないか）


　姫川家の前にジープを止めた慶一郎は、瓦かわら屋や根ねの載った白い塀へいを眺ながめながらそう思った。塀越ごしに見える屋や敷しきは屋根こそ高いが平屋らしい。敷しき地ちはかなり広く、蔵くらでも建っていそうな雰ふん囲い気きがあった。


（あのじゃじゃ馬は案あん外がいいいとこのお嬢じよう様さまなのかな？）


　そんなことを考えながら、慶一郎は屋敷の周囲を流して走った。雷らい蔵ぞうに会いにきたのだが、電話であらかじめ連れん絡らくを取っているわけでもなく、単なる思いつきでやってきたのである。本人がいるかどうかも定さだかではない。


「さて、どうやって入ったもんかな……」


　ジープを玄げん関かん先さきに止めて口こう実じつを考えていると、走ってきた一台のスクーターが真ま横よこで止まった。運転していたジージャン姿の若い女がヘルメットを取る。


「南雲先生じゃないですか。こんなところで何をなさってるんです？」


　驚おどろいた顔でそう尋たずねたのは、静馬の姉で美雪と沙羅のクラス担たん任にんの草くさ[image: ]なぎ巴ともえだった。





　五分後。


　雷蔵の道場の門下生である巴に頼たのんで屋敷に入れてもらった慶一郎は、中庭を通って裏うら手てにある道場にやってきた。敷地の広さからすればそう大きくはない道場を視し界かいにとらえると同時に、腹に響ひびくような怒ど声せいが聞こえてきた。


「──てめえら、いったい何回死にゃあ気が済すむんだ、ああ!?」


　入り口からひょいと中を覗のぞくと、柔じゆう道どう着ぎ姿の門下生十数人を前に、雷蔵が竹刀しないを振ふり回して怒ど鳴なっているところだった。門下生といっても二十代から三十代の体格のいい男たちばかりである。


「警けい視し庁ちようの機き動どう隊たいの皆みなさんです」


　巴がそっと耳打ちする。慶一郎はなるほどと頷うなずいた。ヤクザも逃にげ出す凶きよう悪あくな面つら構がまえが揃そろっている。その体力自じ慢まんの男たちを縮ちぢみ上がらせているのが猿さるのように小こ柄がらな雷蔵だった。


「もういっちょいくぞ、オラァ！」


　雷蔵に指さし図ずされて弟で子しの一人が前に出た。雷蔵は正せい眼がんの構えから竹刀を打ち込む。弟子の方は竹刀を躱かわして摑つかもうとするが、太た刀ちゆきが速すぎて避よけきれず、手足や頭を打たれて吹ふっ飛ばされてしまう。なかなかの竹刀さばきだ。


「ったく、図ずう体たいばっかのウスノロどもが……光の速さで動け!!」


　無む茶ちやな注ちゆう文もんである。この修しゆ行ぎようはしばらく続いているらしく、門下生たちは全員手足や首くび筋すじに青黒いミミズ腫ばれを作っていた。


「あれはいったい何の修行ですか？」


「さあ……」


　慶一郎の問いに巴は小首を傾かしげた。


　門下生たちの視線に気付いて、雷蔵がようやく慶一郎の方を向いた。竹刀を肩かたにかついで目の前にやってくる。


「よう、おっきな兄ちゃん。あの老おいぼれの差さし金がねでスパイしにきやがったのか？」


「俺は飛天流は習ってません。自分で勝手にきたんですよ。〈無刀取り〉についてご教きよう授じゆ願ねがいたいと思いましてね」


　慶一郎の言葉に巴は意表をつかれた顔になった。沙羅のことで相談がある、という口実で屋や敷しきに通してもらっていたからである。


「ほう……いい度ど胸きようだ。面おも白しれえ」


　雷蔵はたまらないといった表情を浮うかべた。単たん刀とう直ちよく入にゆうな方が話が通じやすかろうという慶一郎の目もく算さんは当たったようだ。


「この間、鉄斎先生と対決した時に見せたあの構えに興味がありましてね。あれは居合い斬ぎりに対する〈無刀取り〉だったように見えましたが……違ちがいますか？」


「フン……ただじゃあ教えられねえなァ。もっとも、口で言って分かるようなもんじゃねえがな。とりあえず入れや」


　雷蔵に促うながされて慶一郎は道場に上がった。部ぶ外がい者しやには絶ぜつ対たい極ごく秘ひの飛天流に比べればずいぶんとおおらかだが、雷蔵が鉄斎よりも扱あつかいやすい人物とは思えなかった。


　門下生たちの好こう奇きの視線にさらされながら、慶一郎は道場の中央で雷蔵と向き合った。雷蔵は手にした竹刀しないを慶一郎の鼻先に突つきつけた。


「さっきから見てたんなら分かるだろ？　そこのバカ共じゃてんで話にならねえ……〈無力取り〉どころか満足に避よけられやしねえんだからな」


「竹刀の方が真しん剣けんよりは速いですからね」


「鉄斎の居合いはもっと速え」


　雷蔵の目がギラリと光った。すっと一歩下がり、竹刀を正眼に構える。


「この竹刀が見切れねえようじゃ〈無力取り〉なんざ夢のまた夢よ。試ためしてみるか？」


「いいですよ。お望のぞみなら」


　慶一郎は太い笑えみとともにそう答えると、極きよく端たんに背を丸め、両の掌てのひらを前方に差し出した。膝ひざを曲げ、猫ねこの足を思わせる爪つま先さき立だちの構えをとる。腰こしの引けた少々みっともない構えに、門下生たちの間から失しつ笑しようがもれる。


　その構えを見るなり、雷蔵はいきなり打ち込んできた。脳のう天てんを狙ねらった正せい確かく無む比ひにして凄すさまじい速さの打ち込みである。慶一郎は風に押おされる柳やなぎの枝のようにふわりと後ろに下がって竹刀を避けた。


「!?」


　一度目の前を通つう過かした竹刀の切っ先が、返す刀で逆ぎやく袈げ裟さに跳はね上がってきた。恐おそろしく速い。慶一郎は間かん一いつ髪ぱつで躱かわすと、竹刀の通り抜ぬけた空間に吸い寄せられるように踏ふみ込み、竹刀を追って右手を突き上げた。


　パァン！


　慶一郎の右手が柄つか頭がしらを打ち、雷蔵の手から竹刀を弾はじき飛とばした。竹刀は天てん井じようの梁はりにぶつかって床ゆかに落ちてきた。


「おおっ……！」


　門下生の間からどよめきが起こった。巴は目の前で起きた現象が理解できないように固まっている。


「これが〈南雲流無刀取り〉──まだまだ工く夫ふうの余よ地ちはあると思いますが、いかがです？」


　驚きよう嘆たんして目を剝むいている雷蔵に、慶一郎は言った。雷蔵は顔中のシワを総そう動どう員いんして破は顔がん一いつ笑しよう、


「面白れえ……面白れえ男だな、てめえは!!」





　　　　三





　携けい帯たい電でん話わのコールが鳴った。


　ジープのハンドルを握にぎっていた慶一郎は、慌あわてず路ろ肩かたに停てい車しやしてから電話に出た。安全のためというよりも、吹ふきさらしのジープでは相手の声が聞き取れないからである。


「はい、南雲……」


『──オ～ッス！　俺だよ』


　聞こえてきたのは人を小こ馬ば鹿かにしたような若い男の声であった。それを聞いた途と端たんに慶一郎のテンションが下がった。以前、この謎なぞの男の指図で都内を右う往おう左さ往おうさせられた記き憶おくが蘇よみがえったからだ。


『お久しぶりだなあ……おいおい、そんな嫌いやな顔するなよ。とっときの情報を教えてやろうってんだから』


「誰なんだ、お前は？」


『俺だよ』


「だから誰だ？」


『だから俺だって』


「切るぞ」


『俺は別に構わないがね。困るのはあんただ』


　何もかも知り尽つくしたような口くち振ぶりに、慶一郎は議ぎ論ろんを諦あきらめた。


「それで？　何の用だ」


『話は簡単だ。ちょいとＵターンして池いけ袋ぶくろ方面に向かってみな。面おも白しろいことになるから』


「今からか？　家に帰るとこなんだがな……」


　慶一郎はちらりと腕うで時計を見た。すでに午後七時を回っている。この先の交差点を曲がれば飛天神社まではすぐだった。


『どうするかはあんたの自由さ。あんたの身内に犠ぎ牲せい者しやが出るわけじゃないからな……ただしあんたにも関かかわりがないわけじゃないから、後こう悔かいすることになるな。きっと』


「親切のつもりか。何が狙ねらいだ？」


『この電話はボランティアさ。もっとも、風かぜ桶おけ方式で回り回って俺の利り益えきにもなることもあるかも知れないがね』


「お前はいったい何様なんだ!?」


　少し間を置いて、電話の男が答えた。


『俺はただの〈星詠みフオーチユンテラー〉さ』


「フォーチュンテラー……!?」


『そう驚おどろくことはないだろ。占せん星せい術じゆつ師しといやあ人類の文化史上じゃポピュラーな職業だ』


「その占うらない師が俺に何の用がある？」


『あんたが勇者で、俺が予言者だからさ。古こ今こん東とう西ざい、予言者の仕事といえば勇者を導みちびくことと相そう場ばは決まってる』


「悪いが俺は勇者なんてガラじゃないぜ」


『だったら〈千年紀の守護者ミレニアムガード〉とでも呼ぼうか？　どっちにせよ時間がないんだ。最初に言った通り、行くかどうかはあんたの勝手だ……じゃあな』


　かかってきた時と同じように電話は唐とう突とつに切れた。慶一郎はいまいましい顔で携けい帯たいをにらんでいたが、やがてそれを腰こしのケースにしまうと、ジープを急発進させた。


「まったく……なんで俺に関わってくるのは変な奴やつばかりなんだ!?」


　左に曲がれば飛天神社へ向かう交差点でＵターンし、高速五号線の高こう架か下したを池袋方面へ向かう。慶一郎は半はん信しん半はん疑ぎどころかまるで期待もせずにジープを走らせていたが、環かん八ぱち通どおりとの合流地点にさしかかったところで不ふ意いにその異い変へんに気付いた。


　夕ゆう闇やみの空に黒い稲いな妻ずまが走った。


「なに!?」


　高架の脇わきの空間に漆しつ黒こくの稲妻が収しゆう束そくし、渦うずを巻くその中心から青白い燐りん光こうを放はなつ柱が出現する。透とう明めいなクリスタルのように見えるその六角柱の中心には青く輝かがやく球体があった。その謎なぞの物体から放射される邪じや悪あくな波は動どうを感じ、慶一郎の背せ筋すじに戦せん慄りつが走る。それと同時に強きよう烈れつな既視感デジヤ・ビユを覚えた。


「あれは……何だ？　どこかで……」


　数秒間空中に静止していた〈柱〉は、吊つっていた糸が切れたように垂すい直ちよくに落下し、ファミリーレストランの屋根に突つき刺ささった。





　　　　☆





　ガコォンッ！


　建物全体に走った鈍にぶい衝しよう撃げきに、ウェイトレスは棒ぼう立だちになり、運んでいた料理の皿さらを床ゆかに落とした。あちこちで食器の割れる音と小さな悲ひ鳴めいが上がる。


「地じ震しんか!?」


「何か落ちてきたような音だったぞ！」


「いや、爆ばく発はつじゃないのか？」


　家族連れの客でほぼ満まん席せき状態のファミリーレストランの店内が騒そう然ぜんとなった。


「ただいま状じよう況きようを確かく認にんしておりますので、どうぞお席についたままでお待ちください！」


　フロア係の男が出てきて客を落ち着かせようとするが、子供連れが多いせいか騒さわぎはなかなか収おさまらなかった。両親とともに食事にきていた小学生らしい兄弟の兄の方が、キョトンとしている弟に訳わけ知しり顔で耳打ちする。


「今のさ、〈恐きよう怖ふの大王〉が落っこちてきたんだぜ」


「ウッソォ！」


「本当だって。五年の教科書に書いてあったもん」


「それ一九九九年だろ？　フカシてんじゃねーよ」


「いやマジだよマジ。予定繰くり上げだって」


「そんなの聞いてねーよ！」


　本気で泣きそうになっている弟の顔を、兄が半笑いで眺ながめた。その二人の間に、糸のような黒い雫しずくが落ちた。溶とけたチョコレートを思わせるドロリとした染しみがテーブルに広がっていく。


「へ？」


　上を見上げた兄弟はアングリと口を開けた。天てん井じようの板の継つぎ目から黒い粘ねん液えきが染み出していたからである。


「うひゃあああっ!!」


　兄弟が椅い子すから転げ落ちた直後、天井を突つき破ってスライム状のドス黒い塊かたまりが降ってきた。二人の両親をはじめ、近くの席にいた客たちが泡あわを食って逃にげ出す。


　テーブルを飲み込んだ巨きよ大だいな黒スライムの全身がぶるぶると蠕ぜん動どうしたかと思うと、中心から甲こう殻かく類るいを思わせる多た関かん節せつの〈脚あし〉が突き出した。歩行用の脚が八本に、先せん端たんが三本指のハサミ状になっている腕うでが二本、胴どう体たい部分はドロドロとした粘ねん液えきに包まれたままで、天地逆になったヤシガニのようなスタイルである。


　ブジュル……


　怪かい物ぶつが巨体を引きずりながら思わぬ速さで走った。どこに目があるのかは不明だが、怪物は一番近くにいた弟の方を狙ねらってハサミを伸のばす。


　カツッ！


　少年の眼前に迫せまった巨大なハサミに、横から飛んできたナイフが突き刺ささった。怪物の動きが一いつ瞬しゆん、止まる。怪物と少年の間に大きな人ひと影かげが割って入り、回し蹴げりの一いち撃げきで怪物を裏返しにした。


「下がってろ。このバケモノは俺が片付ける」


　自信にあふれた野太い声に、パニックに陥おちいっていた客たちは正しよう気きを取り戻もどして、その男に注目した。


　二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男である。グリーンのＴシャツに革かわジャンを羽は織おり、下はアーミーパンツに編み上げのブーツで固めている。しかしその顔の上半分は、頭にゲの付く懐なつかしのアニメのヒーローのお面で隠かくされていた。この場に似につかわしいことに妖よう怪かい退たい治じの専せん門もん家かである。


　ＧＧＧ男はセルフサービスのコーナーから持ってきたナイフとフォークの束たばをマシンガンのごとき勢いで投げつけた。怒ど濤とうの連れん射しやを浴あびた怪物のハサミや脚が千ち切ぎれ飛ぶ。しかしスライム状の胴体にはほとんどダメージはないらしく、傷ついた脚もすぐに再さい生せいした。


「形はあってないようなものか……厄やつ介かいな奴やつだ」


　怪物の胴体の、カニであれば口にあたる位置に管くだ状じようの器き官かんが現あらわれた。危険を察さつしたＧＧＧ男が手近にあったステンレス製のトレーを摑つかむのと、その管から黄色い液体が発射されたのが同時だった。


　ブジュウウウッ!!


　液体を浴びたトレーの表面が煙けむりを上げた。男は残りのナイフを溶よう解かい液えきの発射管に撃うち込むと、テーブルクロスの端はしを摑んで上に載のった料理を残して一気に抜ぬき取り、それを怪かい物ぶつに被かぶせた。


「オラアアッ！」


　テーブルクロスで半分ほど包んだ怪物の巨体を肩かたに担かつぎ上げると、窓に向かって放ほうり投げる。怪物は窓まど枠わくごとガラスを砕くだいて突つき破り、一階下の駐ちゆう車しや場じように落下した。ＧＧＧ男がそれを追って窓から身を躍おどらせる。


　その窓に真っ先に駆かけ寄よったのは子供たちだった。窓の下の駐車場では大男と怪物が真っ向から対たい峙じしていた。


「〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　ＧＧＧ男が気合いとともに右手を突き出すと、怪物の腹部が爆ばく裂れつし、ハンドボール大の青く輝かがやく球体が露ろ出しゆつした。


「ああっ、それ絶対弱点だよ！　賭かけてもいいぜ!!」


　少年の声が聞こえたのか、大男はハサミの攻こう撃げきをかいくぐって懐ふところに飛び込み、両手でその球体を摑んで力まかせにえぐり出した。


『ヴオオオォォォ……』


〈核かく〉を失った怪物の身体からだは青白い炎ほのおを上げて燃え上がり、わずか数秒で溶とけ崩くずれた。


「うお、やったあ！　スッゲエ～!!」


　その声せい援えんに、ＧＧＧ男は親指を立てて勝利の笑えみを浮うかべた。





　　　　☆





　戦せん闘とうを終えるなり、慶一郎は路ろ肩かたに止めてあるジープに駆け戻もどった。お面で顔は隠かくしていたとはいえ長なが居いは無用である。壊こわした物を弁べん償しようさせられるのは困るし、事情を訊きかれるのはもっと困る。


「いったい何がどうなってるんだ!?　あっちの怪かい獣じゆうがこっちに出るなんて聞いてないぞ！」


　ジープを発進させながら、慶一郎はあらためて混こん乱らんしていた。闘たたかっている最中には考えている余よ裕ゆうもなかったが、受けた衝しよう撃げきから言えばファミレスの客以上だった。


「それにしてもこれは……」


　ハンドルを握にぎりながら隣となりのシートを見る。革かわジャンに包まれた謎なぞの球体は、呼吸するように青く点てん滅めつしていた。慶一郎はふとあることに気付いて、Ｔシャツの下に隠したペンダントを取り出して見た。奇き妙みような象しよう形けい文も字じの彫ほり込まれたソルバニアの石は、問題の球体とよく似た青色をしていた。


（まさか同じ材質──？）


　キィィィィン……


　手の中でペンダントが青白い輝かがやきを放った。召しよう喚かんのサインである。


「ええい、次から次へと！」


　慶一郎はジープを路肩に寄せると、キーを抜ぬいてエンジンを切った。直後、視し界かいが閃せん光こうに包まれる。


　ジープが路肩の溝みぞにタイヤを擦こすり付けるようにして止まった。運転席から慶一郎の姿が消えていた。


　ブラック・アウトの暗くら闇やみの中で奇妙な浮ふ遊ゆう感かん覚かくを味わった後、だしぬけに周囲に光が戻ってきた。戻ってきたといっても、召喚された場所は地上の神しん殿でんのような明るい場所ではなく、地ち下か空くう洞どうを思わせる暗くて広い空間だった。床ゆかに描えがかれた魔ま法ほう陣じんが白い光を放っているが、天てん井じようは高すぎて見えない。


「──ようこそ。イェネンの鬼き神しんよ」


　毎度お馴な染じみの挨あい拶さつに振ふり向くと、白と朱しゆの衣い装しようを身にまとった白しら子この少女が床に座すわっていた。異世界ソルバニアの巫み女こ、鬼神召喚士レイハである。相変わらず愛あい想そはないが、今日はいつにも増まして表情が硬かたい。


「ケイ、緊きん急きゆうの事じ態たいです」


「そりゃあそうだろうな。緊急じゃない時に呼び出されても困る」


「いいえ。今回はケイの世界に関係のあることです」


「へえ……事情は聞かせてもらえるんだろうな」


　レイハは頷うなずくと、床の魔法陣の一部に手を触ふれた。魔法陣が点てん滅めつし、頭上に楕だ円えん形けいの映えい像ぞうが現れる。一〇〇インチクラスの大画面である。


　そこに映し出された物を見ても慶一郎は驚おどろかなかった。ついさっき遭そう遇ぐうしたばかりのクリスタルの柱だったからだ。


「これは〈封ふう魔ま柱ちゆう〉……名前の通り魔ま素そを封じ込める機き能のうを持った祭器です。サーガイアの四神官は、これを使って魔素をケイの世界に送り込む計画を実行しました」


「ほほう」


「魔素は霊れい子し力りよくを帯おびた物質と融ゆう合ごうし、受肉して魔ま獣じゆうに変化します。しかしケイの世界で魔素がどう変化するのか、レイハには予測できません。〈封魔柱〉から発生した魔獣を倒たおすには、中心核かくとなる〈封魔石〉を本体から切り離はなす以外にありません」


「ふんふん……なるほど」


　呑のん気きに相あい槌づちを打つ慶一郎を、レイハは奇き妙みように思ったらしく説明を止めた。


「構わんぜ。続けてくれ」


「はい。前回の実験では転送前に察さつ知ちできたので〈封魔柱〉そのものを虚きよ時じ空くう間かんに封じることができましたが、今回は事前に察知できませんでした。〈封魔柱〉はケイの世界で実体化したはずです。これからケイを〈封魔柱〉の出現位置に転てん送そうします。そこで……」


「魔獣を倒たおしてこれを回収するんだろ？」


　慶一郎は脇わきに抱かかえていた革かわジャンを開いて、中に包んでいた〈封魔石〉をレイハに見せた。


「────!?」


　慶一郎はレイハの驚いた表情を初めて見た。普ふ段だんが人形じみているだけに、急に人間味が増したようで、なかなか可愛かわいらしい顔である。


「それは……？」


「俺の世界にも本物の予言者って奴やつがいるらしいぜ」


　そう言って、慶一郎は少し得意気に微笑ほほえんだ。
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　第二十七話　大入りの日







〈七月七日──快晴〉





　今日は七月七日──七夕たなばた祭まつりの日だ。


　長らく日本を離はなれていたので、七夕なんて風ふう習しゆうがあったことを思い出すのさえ久ひさしぶりだ。伝でん統とう的てきな風習とはあまり縁えんのない少年時代を過ごした俺おれは、七夕にまつわる楽しい記き憶おくなんて持ち合わせていないが……一つだけ思い出したことがある。


　かつて俺が姉のように母のように慕したっていた女性がくれた一枚の短たん冊ざく──


『ねえ、慶けいちゃんは何をお願いするの？』


　七夕がくるたび、彼女は無む邪じや気きにそう尋たずねた。


　その短冊に何を書いたのかは覚おぼえていない。「明日晴れますように」とか「魚の小骨が喉のどに引っ掛かかりませんように」とか、その時に思い付いた一番くだらない願いを書いていたように思う。当時からすでにひねくれ者だったということもあるが、簡単に言葉にできる願いなんて本当の願いじゃないと思っていた。


　本当の願いは誰だれもが心の奥おくに隠かくしている。その願いがあまりに自分勝かつ手てで、他人に教えるどころか自じ覚かくするのも嫌いやになるほどだからだ。


　俺の願いは今も昔も変わらない。


　自分を不ふ愉ゆ快かいにさせるものから逃にげ出して、もっとましな場所へ行くこと。誰にも傷つけられない強さを、何があっても動じない強い心を持つこと。どうしようもない不安を取り除のぞくこと。心から安やすらげる場所を、『楽園』を見つけだすこと──つくづく都つ合ごうのいい話だ。


　最近になってようやく理解できたのは、人間ってのは、そういう不安や悩なやみを一生抱かかえて生きる存そん在ざいだってことだ。その業ごうから解放されるのは、うまい飯めしを食ってる時と、いい女を抱だいている時、そして前ぜん後ご不ふ覚かくに寝ねてる時くらいのものだ。


　七月七日。今日の俺の願いは──





　　　　一





　十二時四十五分。


　鬼おに塚づか家の玄げん関かん先に二人の女が立っていた。


　シンメトリーに向き合った二人は、興きよう味み深ぶかい目つきで互たがいの姿を観かん察さつする。


「あら～、ど～したのトモちゃん？　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうね～」


　ボディコン風のタイトなワンピースに革かわのジャケットを羽は織おった菱ひし沼ぬま奈な々な子こは、わざとらしく上じよう品ひんぶった感じで右手を口元に添そえ、いつもの間ま延のびした口調で言った。


「な、奈々子……そう言うあなたこそ、なんでここに？」


　教師らしい地じ味みなベージュのスーツ姿の草くさ[image: ]なぎ巴ともえは、あからさまな警けい戒かいの表情を浮うかべながら聞き返す。


「南な雲ぐも先生に招しよう待たいされちゃったのよ。トモちゃんは何しに？」


「私も南雲先生にパーティに誘さそわれて……」


「ふう～ん、そう」


　奈々子は値ね踏ぶみするような視線をすっと下げて、巴が右手に下げているスイカに向けた。


「ダメよ～トモちゃん。スイカ泥どろ棒ぼうなんて～」


「だ、誰が泥棒ですって!?　そっちこそ何よ？　言ってることに説せつ得とく力りよくがないじゃない」


　巴は同じように奈々子が右手に下げているスイカを指差す。手て土産みやげに同じ品を持じ参さんしてきた二人の女は、互いに敵てき意いを剝むき出しにしてにらみ合った。
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「いくらトリガラに厭あきたからって、そんな貢みつぎ物で南雲先生の気を惹ひこうだなんて、そうはいかないんだから～」


「妙みような勘かん繰ぐりはやめてほしいわね。うちの弟が世話になってるから、これはそのお礼よ。奈々子の方こそ、どうせ南雲先生のムキムキの肉体がお目当てなんでしょ？　この筋きん肉にくフェチ女！」


「言ったわね～」


　ポコン！


　奈々子のハイヒールの爪つま先さきが巴のスイカにヒットした。見み事ごとなトゥーキックである。


「あらやだ、変な音～。中なか身みスカスカなんじゃないの～？」


「や、やったわね!?」


　巴はスイカを両手で抱かかえてガードしつつ、足を伸のばして報ほう復ふく攻こう撃げきに出た。奈々子はそれを易やす々やすと躱かわして高笑いする。


「オ～ホホホ、いつもながらニブチンよねえ～」


「こ……このアマ～！」


　さらに険けん悪あくな雰ふん囲い気きになろうとした時、第三の人物が二人の間に割って入った。


「美しいお嬢じようさん方、僕のためにケンカはよしてくれたまえ……な～んつって」


　ニヤニヤ笑いを浮うかべながら仲ちゆう裁さいに入ったのは、ついさっき奈々子にトリガラ呼ばわりされた大だい門もん高校の古文教師、小こ関せき遼りよう二じだった。


『モンキーパンチのデザインによるアラブ生まれのハンフリー・ボガード』といった風ふう体ていの小関は、いつものジージャン姿に加えユニオンジャック柄がらのバンダナを頭に巻いている。相変わらず教師には見えない。


　緊きん張ちよう感かんのない軟なん派ぱ男に水を差されて、巴と奈々子はたちまち興ざめした顔になった。


「あんたをネタにケンカなんかしないわよ。アホらしい」


「そうよね～」


　二人はさっさと踵きびすを返して玄げん関かんに向かう。小関は瘦やせっぽちのくせにハンガーでも入っていそうな広い肩かたをすくめ、後に続いた。


「いらっしゃいませ。先生方」


　玄関で三人を出で迎むかえたのは涼りよう子こだった。制服でも袴はかまでもなく、無む地じのＴシャツにスリムジーンズというさっぱりとした普ふ段だん着ぎである。涼子は一いつ緒しよにきた二人がそれぞれスイカを持っているのを見て不思議そうな顔をしたが、すぐに笑え顔がおに戻もどった。


「どうぞ上がってください。もう始まってますから」





　　　　☆





　同、五十五分。


　飛ひ天てん神社の鳥とり居いの前に、三人の中学生の姿があった。


「ここが悪の要よう塞さい、飛天神社だ」


　本当に見えているのかどうか定さだかでない細目で石段を見上げながら、泉いずみ谷や万かず騎きは断だん言げんした。


「あの南雲という先生はここの地下研究所で開発された最終兵器リーサルウエポンのプロトタイプだ。秘密工場ではすでに量りよう産さん体たい制せいが整ととのいつつあるという……あれが量産化されれば、もはや日本支配はおろか世界制せい覇はすら可能かもしれん。我々の任にん務むはパーティに紛まぎれ込み、隙すきを見て地下の秘密基地に潜せん入にゆう、量産型の設せつ計けい図ずを入手することにある……いいな？」


「いいわけがあるか、バカモノが！」


　万騎と同じく四葉中の二年生、九く条じよう鳴なる海みは吐はき捨すてるように言った。


「お前の妄もう想そうに付き合っていられるか。病院で脳のうを診みてもらえ」


「あいも変わらず文もん句くだけは一人前だな」


「お前に言われたくはない」


「そうかい？　僕は有ゆう言げん実じつ行こうタイプだが、君の場合は口先だけだろう」


「有言実行だと？　巧こう言げん令れい色しよくの間ま違ちがいじゃないのか。この詭き弁べん家かめ」


　互たがいに一歩も譲ゆずらぬ二人の言い争あらそいは果はてしなく続く。


（あう～、失敗したわ……）


　神かん崎ざき唯ゆいは今になって激しく後こう悔かいしていた。


　バイオレンス教師の招待を受けた唯は一晩悩なやんだ挙あげ句く、思い余って幼おさな馴な染じみの万騎に相談したのだが、「大だい丈じよう夫ぶだ。安心して僕に任まかせろ」という言葉を信じたのが間違いの元だった。万騎が呼んだ助っ人の鳴海は、『他人と打ち解とけようとしない奴やつグランプリ』を開かい催さいしようものなら必ず万騎と並んでワンツーフィニッシュを決めるであろうという、学年きっての変わり者なのだ。会話を聞いている限りではとても仲なかがいいとは思えず、唯は二人に左右から挟はさまれたまま、いつ摑つかみ合いのケンカが始まるのかとビクビクしていた。


「ところで、あらためてこの場で問とい質ただしたいことがあるんだがな……お前たちのその格かつ好こうは何だ!?」


　鳴海は万騎と唯を交こう互ごに指差した。万騎はＴシャツにサスペンダー付きのジーンズ、唯の方はブラウスにキュロットスカートといういでたちで、唯は三つ編みを輪わっかにしてリボンで結んでいる。どう見ても普ふ段だん着ぎの二人に対し、当の鳴海は詰つめ襟えりだった。おとなしい外見の二人が普段着で、どちらかというと大おお柄がらでワイルドな風ふう貌ぼうの鳴海が詰襟だと余計に対照的に──要ようするに浮ういて見える。


「正式にパーティに招待されたと聞いていたのに、その気楽な格好はどういうことだ？　さては謀はかったな、泉谷!?」


「僕は詰襟を着てこいなどとは一言も言った覚えはないよ。言いがかりはやめてもらおう」


「正装の必要があるかと尋たずねたが、お前は否ひ定ていしなかった」


「肯こう定ていもしなかったはずだが？」


「それが詭き弁べんだと言うんだ！」


「自分の判断で詰襟を着てきたのに、それを僕の責任にされては困こまるな。それよりもっとポジティブに考えた方がいい。僕と唯は南雲先生と一応の面めん識しきがあるが、君の場合は言わば無関係だからね。自分の立場を明確にする意味でも詰襟は正しいと思うが？」


「ものは言いようだな」


「だったらこれから着き替がえに戻もどるかい？」


　鳴海が初めて返へん答とうに詰まった。難むずかしい顔で五秒ほど考えると、何を思いついたのか不敵な笑えみを浮かべて答える。


「いや、このまま行く。僕の判断が正しいか否いなか確かめてやる。事によれば後こう悔かいするのはお前の方かもしれんぞ」


「それはありえないとは思うがね」


「後で吠ほえ面づらをかくなよ」


　そう言うと、鳴海はさっさと石段を上っていく。


（結局この二人、本当は仲がいいのかしら……？）


　どうにも腑ふに落ちない気分のまま、唯は万騎に促うながされてその後にくっついていった。





　　　　二





　池袋某ぼう所しよ──繁はん華か街がいから少し外れた裏通り。


　看かん板ばんの出ていないスナックから出てきた三人の若い男が、大声で話をしながら路ろ地じを左右一いつ杯ぱいに広がって歩いていた。そのうちの一人がすれ違ちがおうとしていた老人とぶつかって声を上げる。


「うおっとお!?」


　男は大おお袈げ裟さにわめきながら、突つき飛とばされたようにたたらを踏ふんだ。老人が何事もなかったように立ち去ろうとするのを見て、荒あら々あらしい口調で呼び止める。


「おいジジイ！　ちょっと待てや、コラァ」


　明らかに発はつ音おんのおかしいインチキ関かん西さい弁べんで呼び止められた老人は、足を止めて横目で男を一いち瞥べつした。


　身長は一七〇センチ前後。長身で瘦やせ型がたの、上品な老ろう紳しん士しといった印象の人物である。のりの利きいたカッターシャツにスラックス、短い白はく髪はつの頭にかんかん帽という姿は、昔風だがいかにも夏らしく涼すずしげに見える。年ねん齢れいは六十前後に見えるが、血色はよく、背せ筋すじもしっかりと伸のびている。


「てめえ、人にぶつかっといてアイサツもなしかよ……ああ!?」


　男は昔の映画に出てくるチンピラの決まり文もん句くを吐はいて凄すごんだ。本人や仲間の二人はギャグだと承しよう知ちしているらしくニヤニヤ笑っているが、もちろん老人を笑わせるつもりはなく、相手の怯おびえた顔を見るのが目的だった。


「ふむ……挨あい拶さつとな」


　老人は柔にゆう和わそうな顔にやや困こん惑わくした表情を浮うかべた。背後を振ふり返り、連れの高校生らしい詰つめ襟えり姿の少年に尋たずねる。


「なあ那な智ちよ。この人は私の不ふ注ちゆう意いからぶつかったような口くち振ぶりだが、お前にはどう見えた？」


「はい。僕には、その人がよそ見していたせいでぶつかったように見えました」


　老人の後ろについて歩いていた氷ひ室むろ那智は、その問いに直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで答えた。老人はさらに尋ねる。


「詫わびの挨拶をする必要があると思うか？」


「ないと思います」


「よし」


　軽く頷うなずいて歩き出そうとする老人の行く手を、それまで見物していた他の二人がふさいだ。


「おいおい……ふざけんなよジジイ」


　一人が怒いかりに顔を紅こう潮ちようさせながら言うと、かんかん帽ぼうのつばを下からすくい上げるようにして老人の頭から払はらい落おとした。後ろにいる那智が地面に落ちる前に帽子をキャッチする。


　殻からを半分剝むいた茄ゆで卵たまごのようにつるりと禿はげ上がった頭とう頂ちよう部ぶをさらした老人は、再び那智に質問を投げかけた。


「那智よ。私はこの人たちの気分を害するような振ふる舞まいをしたかね？」


「いいえ。それはないと思います」


「ではお前から見て、この人たちはどういった人間かね？」


　問われて、那智は三人の男たちに目を向けた。まだ七月の初しよ旬じゆんだというのに真っ黒に日焼けしていたり、黒いシャツとやたら金ピカのアクセサリーを好み、ワイルドな魅み力りよくを強調しようとして単に下品になっているところなど、ただの不ふ良りようよりもワンランク上の雰ふん囲い気きを濃のう厚こうにただよわせている。


「どうやらチンピラのようです」


　眼鏡めがねをかけた優ゆう等とう生せい然ぜんとした那智にあっさりと鑑かん定ていされ、男たちはかなり気分を悪くしたらしく全身から獰どう猛もうな殺さつ気きを放ほう射しやした。


　老人は最後の質問をした。


「では、この人たちは善よい人かね？　それとも悪い人かね？」


「どちらかと言えば……やっぱり悪い人なんじゃないでしょうか」


「ふむ。やはりそうか」


　那智の返事を聞いた老人はニッコリと微笑ほほえむと、最初にぶつかってきた男に滑すべるように近付いて、男の顔面に右の掌てのひらを押おし当てた。


　パン！


　男は一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちになった後、朽くち木のように前のめりにぶっ倒たおれた。うつ伏ぶせになった顔の下からブクブクと泡あわをたてながら真っ赤な鮮せん血けつが広がっていく。


「おい、マジ……？」


　他の二人は男が冗じよう談だんでやっているものと勘かん違ちがいした。普ふ通つうの人間の目には顔を撫なでられただけのように見えたのだ。


「やれやれ、粋いきがったわりにもう終わりか。きょうびのチンピラは弱いのう」


　虫も殺さぬ顔で恐おそろしいことを言う。老人が革かわ靴ぐつの底そこで倒れた男の後こう頭とう部ぶを踏ふみつけたのを見て、チンピラ二人はようやく、目の前の老人が見た目通りの生き物ではないことを理解した。


「な……なんだこのジジイは!?」


　老人が踏み込みながら男の向こう脛ずねを蹴けった。ガクッと体勢を崩くずしたところを、両手の掌で頭を挟はさむようにして叩たたく。


「ひぎっ!?」


　男の両目がクルッと返って白目になった。膝ひざから崩れ落ちるように倒れた男の鼻び孔こうと両耳からおびただしい量の血が流れ出し、最初の犠ぎ牲せい者しやと同様に地面に血ち溜だまりが広がっていく。


「あひいいいっ！」


　残る一人が悲鳴を上げて逃にげ出す。老人は数メートルも行かないうちに追いつき、男の長い茶ちや髪ぱつを後ろからわし摑づかみにした。髪かみを摑んだまま男の顔に手をかけ、首切り投げの要よう領りようで肩かた越ごしに放ほうり投げる。地面にうつ伏せになった男の背中に馬乗りになると、髪を摑んだまま男の顔面をアスファルトの地面に何度も何度も叩たたき付けた。


（これは凄すごい絵だな……）


　那智は蒼あおい顔でその光こう景けいを眺ながめた。品のいい好こう々こう爺や然ぜんとした老ろう紳しん士しが、チンピラに馬乗りになって嬉き々きとして攻こう撃げきを加えているのである。


　老人はもちろん普ふ通つう人じんではなかった。古こ流りゆう骨こつ法ぽうの流れを受け継つぐ武術道場「神しん武ぶ舘かん」の館長であり、那智の骨法の師し匠しようでもある武術家、名を毒ぶす島じま天てん堂どうという。


　天堂は普段は見た目通りの穏おん和わな人物なのだが、一度武術家としてのスイッチが入ると途と端たんに人間凶きよう器きに変身するので油断ができない。チンピラにからまれたのも偶ぐう然ぜんではない。天堂は人気のない物ぶつ騒そうな路地を選び、チンピラをわざと避さけずに鈍にぶいフリをしてぶつかったのである。相手にケンカを売らせるのは、弟で子しや一いつ般ぱんの格かく闘とう家か相手では危険すぎて使えない技わざをチンピラ相手に練習するのが目的だというが、那智は単なる気晴らしではないかと思っている。どちらにしても気の毒なことには変わりはなかった。


　最後の一人がピクリとも動かなくなってから、天堂はやけに機き嫌げんのいい顔つきで那智のところへ戻もどってきた。那智から受け取った帽ぼう子しをかぶると、瀕ひん死しのチンピラたちのことなどスッパリ忘れて何食わぬ顔で歩き出す。


「ところで、さっきの話だが……その飛天流の娘むすめとの勝負、私から見てもやはりお前の負けだな」


　表通りに出た天堂は、思い出したように話し始めた。


「敵の不ふ意いをつくのは兵法の王道よ。実戦とはすべからくそういうもの……路上のケンカにおいてもまた然しかりだ。闘たたかうと決めたその時から勝負は始まっている」


「はあ……しかし、悔くやしいです」


「未み練れんだな。相手を卑ひ怯きよう卑ひ劣れつと罵ののしるより、まずはおのれの不ふ覚かくを恥はじるがよい。悔しがることができるのも命があればこそだ。相手は飛天流だったのだからな……お前は運がいい」


「飛天流をご存じなのですか？」


「知らいでか」


　天堂は少し懐なつかしそうな表情を浮うかべた。


「あの鬼き神しんの剣けんを継つぐとなると、その娘もただ者ではあるまい。殺されなんだだけでも有あり難がたいと思うことだ」


（師し匠しようにここまで言わせるとは……）


　那智は今さらながら身内が冷たくなるのを感じた。天堂は那智の気分を察さつしたように微笑ほほえむと、話を続けた。


「しかし那智よ……人はそうそうおのれの生き方を変えられぬものだ。そしてまた易やす々やすと変えるべきではない。不意討うちをよしとせず尋じん常じようの勝負にこだわるのもまたよしだ。だが、そのためにはより強くあらねばならぬ。勝負を語れるのは勝者のみだ。精しよう進じんするがよい」


「……はい。肝きもに銘めいじておきます」


　那智は素す直なおにそう答えた。自分でも同じようなことを考えてはいたが、やはり人間凶きよう器きから言われると説せつ得とく力りよくが違ちがう。


　数分後、那智は天堂とともにサンシャイン近くの公園にやってきた。天堂のたっての頼たのみで案あん内ないしてきたのである。


「師匠、ここに何の用が？」


「うむ。お前がここで闘ったという奇き妙みような技わざを使う連中のこともあるが、もう一つ気になる噂うわさを聞いてな……」


　その時、バイパーズらしい少年たち十数人が公園に駆かけ込んできたかと思うと、あっという間に二人を取り囲んだ。




[image: ]


「おい、こいつが例の〈赤い悪あく魔ま〉か？　もっと小さいって聞いてたが」


「でもこのじいさん、さっきチンピラを瞬しゆん殺さつしてましたよ！　あの強さは間違いないっスよ」


　リーダーらしい少年の会話を聞いた天堂は、那智に下がっていろと手で制した。


「探さがす手て間まが省はぶけたな。その〈赤い悪魔〉のことを聞かせてもらおうか」


　そう言って前に出た天堂の目は、すでに人間凶器のそれになっていた。





　　　　三





「やあ、いらっしゃい」


　涼子に呼ばれて台所から顔を出した慶けい一いち郎ろうは、大おお振ぶりの肉切り包丁を手にしたままで奈々子たちを迎むかえた。居い間まではすでに宴えん会かいが始まっている。先客は鉄てつ斎さいの元弟で子し、大門高校剣けん道どう部ぶ顧こ問もんの弥や永なが源げん太た郎ろう夫ふ妻さいで、しゃぶしゃぶを食べながらすでにビールの大おお瓶びんを三本も空あけていた。


　席に落ち着くのもそこそこに、奈々子と巴は手て土産みやげのスイカを差し出した。


「どうも弟がいつもお世話に……」


「先生、私のスイカの方がいいわよ～。そっちはキズモノだから～」


「誰がキズモノにしたのよ!?」


「なによ～、人のせいにするつもり～？」


　口くち喧げん嘩かを始める二人をよそに、慶一郎は両手に持った二つのスイカを料理人の目で見み比くらべた。


「構かまいませんよ。多少の傷があったところで味が左右されるわけじゃなし……」


「ちょ～っと待ったあ！」


　庭にわに設せつ置ちされたバーベキューセットで肉を焼いている静しず馬まが、縁えん側がわに身を乗り出して抗こう議ぎしてきた。


「おい南雲ォ！　そのスイカをどうするつもりや!?　さてはそのスイカを使ってなんやオシャレなデザートでも作ろうと思とるやろ！」


「別に何も考えてないが……」


「噓うそつけェ！　またそうやって世間に料理の腕うでをアピールするつもりやろが、そうはいかへんぞ。スイカは妙みような小こ細ざい工くせんと、そのまんま冷やして食うもんや!!　できれば井い戸ど水みず！」


「……だから？」


「分かったらさっさと一個こっちへよこさんかい！」


　巴はスタスタと縁側に歩いていき、静馬の頭を拳げん骨こつで引っぱたいた。パコンッといい音が響ひびく。


「痛いたいがな、姉ねえやん」


「あんたに食わすために持ってきたんじゃないのよ!!」


　慶一郎は奈々子の持ってきたスイカを涼子に渡わたすと、もう一つを持って台所へ戻もどった。鬼塚家の台所はすでに厨ちゆう房ぼうと化している。同時進行で作っている料理が五品もあるため、慶一郎にはいちいち客の相手をしている余よ裕ゆうはなかった。


（そうまで言われると小細工の一つもしたくなるな……）


　スイカを使ったデザートを考えながら、慶一郎は当面の敵である巨きよ大だいな牛肉の塊かたまりに肉切り包丁を叩たたき込んだ。





　　　　☆





「いよう、委員長じゃねえか。肉につられてきやがったな？」


　美雪の案内で唯たち三人が裏庭にやってきたのを見て、沙さ羅らはバーベキューの準備をしながら声をかけた。


「客は座すわって待ってな。すぐに始めるからさ」


　キャンプに慣なれている人間らしく、沙羅はてきぱきとセッティングを進めていた。大人組は居間でしゃぶしゃぶや焼肉、子供組は庭でバーベキューという振ふり分けになっている。


　大だい作さくが持ってきたバーベキュー用の食材を見た三人は、一いち様ように強こわばった顔つきになった。一枚五百グラムは下らないと思われる、分ぶ厚あついサーロイン肉の山だったからである。


「こ……これは何ですか!?」


「え？　ステーキ用の肉だけど」


「それにしても量が……全部で五キロぐらいありません？」


「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。これで全部じゃないから」


　大作の言葉を聞いた三人の脳のう裏りに別の心配が浮うかんだ。まさかそんなはずはないだろう──という甘あまい考えを打ち砕くだいたのは沙羅の一言だった。


「思ったほど客が集まらなかったんで、一人当たりのノルマは二キロだってさ。食うよな？　それくらい」


　しばしの沈ちん黙もくの後、万騎が鳴海の肩かたをポンと叩いた。


「よかったな。今日は思う存分タンパク質が摂とれるぞ。欠けつ食しよく児じ童どう」


「誰がだ!?」


　その後、大門高校組から結ゆう城きひとみと空手部の古こ賀がが加わり、本格的なバーベキューパーティが始まった。


「確かに牛肉料理がメインとは聞いてたけど、でも……まさかただただ肉を食べるためだけのパーティとは思わなかったわ」


「いやあ……常じよう識しきでは計はかり知れないことが起こる家だから」


　大作が唯に申もうし訳わけなさそうに言う。静馬がくると沙羅がそっちにベッタリになる分、美雪をフォローしつつ中学組の相手をするのが大作の役やく目めになっていた。


「フッ……どうだ泉谷。制せい服ふく軍ぐんに一人ひとり参さん戦せんだぞ」


　鳴海が古賀を指差しながら得意気に言った。古賀は鳴海と同様に律りち義ぎに制服姿で来ている。万騎はグリーンのワンピース姿のひとみを指し示しめし、


「私し服ふく軍ぐんにも一人加わっている。こちらの優位は動かんよ」


　二人が何の勝負だか分からない会話をしていると、縁えん側がわから庭に下りてきた人物がいた。巴である。


「姫ひめ川かわさん、ちょっと話があるんだけど」


　静馬にくっついていた沙羅は、近付いてくる巴を見ると何食わぬ顔で長いテーブルの反対側に逃にげた。互たがいに早足の追いかけっこが始まるが、勝しよう敗はいは明あきらかだった。沙羅の動きが素す早ばやいせいもあるが、大人組の方が先に宴えん会かいを始めていたため、巴の身体からだにはアルコールが回ってきていたのだ。


「まあまあ、トモちゃん、飲んで飲んで～」


　息が上がって縁側に腰こし掛かけた巴に、奈々子がビールを勧すすめる。中ジョッキを一息に飲のみ干ほすと、巴の目つきが急きゆう激げきに怪あやしくなった。


「泉谷君……ちょっとこっちへおいで」


「見ての通り食事中なんですが」


「いいからいらっしゃい！」


　言われた通りに万騎がやってくると、巴は低いトーンで抗こう議ぎした。


「……話が違ちがうじゃない」


「何がですか？」


「静馬の姉なのに、ぜんぜん言うこと聞かないわよ!?」


「それはそうでしょうよ」


　万騎はあっさりと答えた。


「姫川さんの家出は彼女のお祖じ父いさんとの関係が原因だと思われます。草[image: ]先生は彼女のお祖父さんの弟で子し、要するに敵側の人間です。草[image: ]静馬の姉という立場を利用して彼女を意のままに操あやつろうなどとは、どだい無理な考えというものですよ」


　助じよ言げんどころかまるっきり悪人扱あつかいの言い方に巴が啞あ然ぜんとしていると、横から鳴海が口を挟はさんだ。


「そもそも、そんな悪あく魔まの生まれ変わりのような奴やつの言うことを当てにする方がどうかしている」


「悪魔とは心しん外がいだな。僕の口はいつも真実を語っているのに」


「そうかな？　先週霧きり島しまが救急車で運ばれた件けんだが……お前は糖とう尿によう病びようの発ほつ作さだと説明したらしいが、事実かどうか怪しいものだ」


「言葉というものは本質的に事実のすべてを伝えることはできない。重要なのは情報の正確さではなく、それを伝えることの意味を理解し、受け取る側の反応を予測することだ」


「デマだと認みとめたな」


「あくまで一いつ般ぱん論ろんさ」


「真実を語る口じゃなかったのか？」


「神に誓ちかったわけじゃないからな。その義ぎ務むはない」


「フン……お前が仕つかえるその神とやらも怪あやしいものだ。どうせ角つのとか羽は根ねが生えてるんだろ？」


「そんな変なものは生えていない……尻しつ尾ぽならあるが」


「やっぱり魔王じゃないか！」


「本気にするな。冗じよう談だんだ」


「噓うそをつけ。もしも最終戦争ハルマゲドンが勃ぼつ発ぱつして全人類が光と闇やみに分かれて戦うことになれば、お前は間ま違ちがいなく闇の軍勢に加わるタイプだ」


「勝手に決めつけてもらっちゃ困るな。僕は光の戦士だからね」


「光は光でも殺さつ人じん怪かい光こう線せんの方だろう。撃うたれると泡あわになって溶とけるような……」


「失しつ敬けいだな。浴あびると塩しおの柱はしらになるやつだよ」


「どっちでも変わらん！」


　得え体たいの知れない方向へ発展しはじめた会話を、頰ほお杖づえをつきながらどんよりとした顔つきで眺ながめている巴に、唯が耳打ちする。


「先生……この二人の話は質タチの悪いコントみたいなものですから、あんまり本気で相手にしない方がいいですよ」


「……そうらしいわね」


　巴が諦あきらめて居間の方へ戻もどろうとするのを見て、万騎が呼び止める。


「先生、話はまだ終わっていませんよ」


「あなたと話してると頭が痛くなるわ」


「それはアルコールのせいでしょう。それとも教師の仕事を放ほう棄きするつもりですか？」


　断ろうにも断れない言い方をされて、巴は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で浮うかした腰こしを下ろした。


「はいはい、聞けばいいんでしょう？　それで!?」


「姫川さんを実家に戻したいのなら、やはりお祖じ父いさんとの関係を改かい善ぜんする以外にないでしょう」


「それができれば世話はないわよ」


「彼女のお祖父さんについては声を聞いただけですが、説せつ得とくの難むずかしそうな人物だということは僕にも分かります。ですが僕に言わせれば、彼女を実じつ家かに戻すのは簡単なことです」


「……どういうこと？」


　巴が興味をひかれて身を乗り出す。万騎は自信ありげに微笑ほほえんで、


「つまり家庭の問題だと考えるのがそもそもの間違いなんですよ。二人の人間がひとつ屋根の下に同どう居きよするのに必要なのは信用であって、家族の絆きずなではないんです──」





　　　　☆





　午後三時二十七分。


　大人組がほどよく出来上がり、裏庭で開かい催さいされていた大食い王選手権（牛肉限定）が静馬の圧あつ倒とう的てき勝利で幕を閉じようとしていた頃ころ、そのなごやかムードを粉ふん砕さいする怒ど声せいが響ひびき渡わたった。


「とっとと出てきやがれ鉄斎！　勝負だ、勝負!!」


　その声を聞いた沙羅と巴がピクッと顔を強こわばらせる。間もなく裏庭に現れたのは、〈赤い悪あく魔ま〉ことアロハ姿の姫川雷らい蔵ぞうであった。


　雷蔵は鋭するどい眼光で辺りを睥へい睨げいし、憎にくらしげに鼻を鳴らす。


「ケッ……昼間っから宴えん会かいとはいい身分じゃねえか。だがよ、腹が重くて闘たたかえねえなんて言い訳は通らねえぜ」


「承しよう知ちしておる」


　縁側に出てきた鉄斎はそう言って、涼子に目を向ける。


「やれるな？　御み剣つるぎ」


「はい。いつでも」


　涼子は自信たっぷりに答えた。鉄斎から勝負のことは聞いていたので、料理にはほとんど手を付けていない。しかし涼子と鉄斎以外の全員は、話が見えずに一様に怪け訝げんな顔つきになった。巴が雷蔵に尋たずねる。


「先生、勝負って……いったい何が始まるんです？」


「俺と鉄斎じゃ千せん日にち手てで勝負がつかねえから、互たがいの弟で子し同どう士しでやろうって話になってんだ。今日がその約やく束そくの日ってわけよ」


「それにしては、お前の弟子の姿が見えんようだが？」


　鉄斎の問いに、雷蔵はニヤリと笑った。


「心配はいらねえ……俺の方の弟子なら、ちゃあんともう来てるぜ」


　そう言うなり右手を挙あげて指差す。雷蔵の弟子といえば自分と遼二の二人しかいないと考えた巴は思わず青ざめたが、雷蔵が指名した人物はそのどちらでもなかった。


「……おや、どうかしましたか？」


　エプロンで両手を拭ふきながら居間に入ってきた慶一郎は、全員の視線が自分に集まっているのを知って、途と惑まどった顔でそう尋ねた。










　第二十八話　第三の男







〈七月七日──追記〉





　人は一生を通じて自分という人間の物語ストーリーを織おるのだと言う。


　人はそれぞれの自分の物語の中で、自分が主人公でありたいと願う。主人公の資し格かくを失うということはすなわち物語の破は綻たんであり、それは人間にとっては肉体的な死よりも恐おそろしい真しんの絶ぜつ望ぼうだ。だからこそ人は自分を理り想そうの主人公像に近付けようと努力する。理想には限度というものがないので、この努力はいつかは挫ざ折せつする宿命を背せ負おっているのだが、それでも人は生きることを諦あきらめない。


　俺おれの経験から言うと、生きている限り物語は続いていく。神のシナリオというやつはよくできていて、一つの絶望は新たな希望のための前フリにすぎない。「もうダメだ！」と思っても、続編があったり第二部が始まったりするので意い外がいと大だい丈じよう夫ぶなものだ。逆に言えば、どこまでダメになっても、主人公の座から降りることは許されない──それが人生という物語の厳きびしいところだ。


　自分が自分にとって主人公であろうとするのは実はそう難むずかしいことではないのかも知れない。誰だれか特とく定ていの他た人にんの物語の中で、重要な人物であろうとするよりは──
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　飛ひ天てん道場──


　十数人のギャラリーの見守る中、慶けい一いち郎ろうと涼りよう子こは道場の中央で対たい峙じしていた。


「いつかはこんな日がくるとは思っていたわ……先生との決着をつける時を！」


　白い袴はかま姿に着き替がえた涼子は、芝しば居いっ気たっぷりの仕し種ぐさで右手を挙あげ、慶一郎に人差し指を向けた。慶一郎はなかばウンザリした胡う散さん臭くさげな顔で小こ首くびを傾かしげる。


「御み剣つるぎ、お前なあ……一人で勝かつ手てに盛り上がるのは結けつ構こうだが、状じよう況きようが分かって言ってるんだろうな？」


「先生こそ自分の立場が分かってるの？　鬼おに塚づか家に厄やつ介かいになっている身で敵てきに寝ね返がえるなんて不ふ届とどき千せん万ばん！」


「誰も寝返ってないんだが……」


　慶一郎は背後にいる雷らい蔵ぞうに肩かた越ごしに視線を送る。


「俺はいったいいつの間に姫ひめ川かわ流の門下になったんです？」


「この間、俺んとこに技わざを習いにきたろうが？」


「ほんの四時間ほどでしたよ」


「よく言うぜ！　そのたった四時間で、俺が二十年かけて工く夫ふうした技をそっくり盗ぬすんでいきやがったくせによ」


「そっちこそ喜んで教えたくせに」


「ガタガタ言うんじゃねえ！　授じゆ業ぎよう料りようの代かわりだ。一ひと働はたらきしてもバチは当たらねえだろ」


「やれやれ……鉄てつ斎さい先生もなんとか言ってやってくださいよ」


　今度は涼子の向こう側にいる鉄斎に呼びかける。すると鉄斎は顎あごを引いて頷うなずき、


「ふむ……面おも白しろい話だ。雷蔵から学んだ技とやらを見せてみろ」


　やる気満々のコメントである。助たすけ船ぶねを期き待たいしたつもりが逆効果だった。


（しかし、いったい何の因いん果がで俺と御剣が勝負せにゃならんのだ？）


　その慶一郎の途と惑まどいは、見物している方も同じだった。


「困ったなあ……こういう場合、どっちを応おう援えんすればいいんですかねえ？」


　ビデオを回している大だい作さくが溜ため息いきとともに言う。大だい門もん高校の関係者はほとんどが同じ気分だった。隣となりにいる静しず馬まも理由は違ちがえど同様である。


「涼子が負けるとこは見たいけど、南な雲ぐものアホが勝つのもムカつくし……どっちが勝っても面白ないことになりそうやな」


「勝った方と闘たたかうというのはどうだ？　そうすれば一勝しただけで二人に勝ったことになる」


　二人と肩かたを並べている古こ賀がが真ま面じ目めくさった顔で提てい案あんした。向かい合う二人がともに静馬に勝っていることを承しよう知ちで言っているのだ。静馬はむっつりとした顔で、突つき出た腹を叩たたいた。


「今日は食いすぎでもう動けんわい。リターンマッチはそのうちな」


「そのうちか……お前にしてはずいぶんと悠ゆう長ちような話だな。それとも今年のＫファイトの決勝トーナメントまで引っ張るつもりか？」


「ケッ、久々に出てきたと思たらイヤミか？　まあそうせっつくな。お楽しみは後にとっとくもんや」


　少々言いい訳わけじみた答えを吐はいて、静馬は試合に目を戻もどした。赤い鉢はち巻まきをした涼子が、腰こしに差した朱しゆ鞘ざやの太た刀ち〈綺あや〉の柄つかに手を掛かけ、慶一郎を鋭するどくにらむ。


「思い起こせば二か月前、初めて出会ったあの日の屈くつ辱じよくを忘れはしないわ！」


「その言い方は妙みような誤ご解かいを招まねくからよせ。だいたい、あの時は御剣の方が勝手に勘かん違ちがいして襲おそってきたんだろ？」


「ええい、問もん答どう無む用ようよ！」


「あのな……お前は覚えてないかも知れないが、ほんの半月ほど前に、ちょうどこれと同じような状じよう況きようで同じような台詞せりふを聞いた覚えがあるんだが……」


「？……訳の分かんないこと言って誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だよ。とにかく借りは返さないとね！」


　そう言って涼子は片かた膝ひざを落とし、抜ぬき打ちの構えを見せた。


「やはりそうなるわけか……仕方ないな」


　慶一郎は組んでいた腕うでをほどき、猫ねこ足あし立だちのポーズをとる。見た目はこれまでと変わらぬ〈南雲流無む刀とう取どり〉の構えである。しかし雷蔵の指し南なんを受けたこの技わざは、すでに中身は別物と化している。


『要ようは速さ、それだけだ』


〈無刀取り〉について雷蔵が語った極ごく意いは、その一言に集しゆう約やくされていた。


『太た刀ち筋すじなんてものはよ、どんなに奇きをてらったところで、結局は真ん中と左右、そして上中下段の三さ×ざ三ん＝が九つしかねえのさ。相手の足の運びや手首の動きを見てどれかに絞しぼる。そして相手が斬きりつける前に飛び込んで止める。そうすりゃ九つのうち八つは取れるぜ』


　理り屈くつは簡かん単たんだが、身体からだをその通りに動かすには超ちよう人じん的てきな反はん応のう速そく度どが必要になる。加えてある種しゆの予よ知ち能のう力りよくにも通つうじる鋭するどい勘かんと大だい胆たんさも不ふ可か欠けつである。


　口では気の進まないようなことを言ったものの、慶一郎の心の中にはこの奇き跡せきにも似にたアクロバティックな技を実戦で試ためしてみたいという欲求が碓かにあった。武ぶ闘とう家かの性さがというべきものであろうか。烈飛鈴リーフエイリンの術に操あやつられた涼子との闘たたかいで、唐とう剣けんの斬ざん撃げきの前になす術すべもなく退たい却きやくした記き憶おくが蘇よみがえった。


「いいぜ……抜いてみな」


　その挑ちよう発はつに、涼子はいきなり刀をすっぱ抜いた。踏ふみ込まずにその場で刃を水平に振ふるい、さらに空に十字を描えがくように下から上に斬り上げる。


（わざと空から振ぶった!?）


　そうと知りつつ、慶一郎は高々と上がった刀に吸い寄せられるように踏み込んでいた。涼子はその動きを予測していたように床ゆかを蹴けり、真後ろに跳とんだ。


「いけねえ！」


　雷蔵の強こわ張ばった声が響ひびく。踏み込んだ慶一郎は金かな縛しばりになった。涼子が刀を目の高さに持ち上げ、切っ先を正面に向けて、弓に矢をつがえて引き絞るような構えをとった。


（──刺し突とつ！）


　九つのうち八つは取れる──雷蔵がそう保ほ証しようした中で、たった一つ返せない斬撃がそれだった。真正面からの突つきにはいかな〈真・無刀取り〉といえどもつけいる隙すきはない。


　誘さそいに乗って踏み込んでしまったため、この間合いでは至し近きん距きよ離りでショットガンを向けられているのと同じだった。左右に避さける動作は命取りである。


　ダンッ！


　慶一郎は床を蹴って斜ななめ後方に跳ちよう躍やくした。


「せやあああっ!!」


　涼子は放たれた矢のように一足飛びに突とつ進しんする。その踏み込みの速度と突きのリーチは慶一郎の予想を超こえていた。


　実に五メートルの距離を疾しつ風ぷうのごとく駆かけ抜ぬけた涼子が、ギャラリーの前で勢い余ってたたらを踏む。斬ざん撃げきの軌き道どう上にいたはずの慶一郎は、天てん井じようの梁はりにしがみついて難を逃のがれていた。


「と、飛んだ!?」


　慶一郎の動きは重力を無視した空中での方向転てん換かんに見えた。しかし〈神威カムイの拳けん〉による浮ふ身しんの術を使っても空中で斬撃を避けるほどの敏びん捷しような動きはできない。慶一郎の指先が梁に届いたからこそできた芸げい当とうだった。


　慌あわてて振ふり向いた涼子と、梁にナマケモノよろしく逆さにしがみついている慶一郎の目が合った。両足を放して降りようとする慶一郎に、再び涼子は刺突を放つ。


　一いつ瞬しゆん、道場が静まり返った。


　突き出した涼子の太た刀ちが止まっている。その峰みねの上に、慶一郎の裸足はだしが乗っていた。


　昔の忍者物や伝でん奇き物ではお馴な染じみの図だったが、身み軽がるとは程ほど遠とおいイメージの巨きよ体たいが刃の上に立っているのは異い様ような光こう景けいであった。梁に触ふれている右手の指が慶一郎の体重を支ささえていることを見抜いたのは、道場の中でもたった二人──鉄斎と雷蔵だけだった。


「下がれ！」


　鉄斎の鋭するどい声を耳にして、硬こう直ちよくしていた涼子は我に返って飛び退のいた。慶一郎も梁から飛び降りて間合いをとる。


　ビュン！


　再び対たい峙じした二人の間に、白い鳥のような物が飛び込んできた。二人の注意を引きつけるようにヒラヒラと舞まって床ゆかに落ちたそれは、白い扇せん子すであった。二人の間にみなぎっていた殺さつ気きが、その扇子に吸い取られたようにきれいに消えていた。


「そこまでにしておけ。年寄りの意い地じの張はり合あいに弟で子しが付き合うこともあるまい」




[image: ]


　その声に、全員の視線が道場の入り口に向けられた。


　そこに立っていたのは老人と少年の二人組──毒ぶす島じま天てん堂どうと氷ひ室むろ那な智ちであった。
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　勝手に道場に上がってきた天堂は、鉄斎と雷蔵を交こう互ごに見て、面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らした。


「おぬしらの顔を見るのも久方ぶりだが……二人揃そろって相あいも変わらずガキよのう」


　鉄斎は眉まゆをぴくりと動かした。一方の雷蔵は露ろ骨こつに口元を歪ゆがめて言う。


「誰かと思えば天堂か。ちょっと見ねえ間にずいぶんと涼しげになっちまったみてえだが……何しにきやがった？」


「いろいろと噂うわさを聞いてな。おぬしらのことだ……こういうことになっておるのだろうと思って仲ちゆう裁さいにきてやったのだ。二人で子供じみたケンカをするのは構わんが、周りの者を巻き込むな。迷めい惑わくだ」


「ケッ、知ったような口を……」


「家出してこの家に転がり込んだ孫まご娘むすめを、おぬしと鉄斎の間で返すの返さんのと争いになり、本人同士では勝負がつかんので代わりに互たがいの弟子同士で決着をつけようということでこうなったのであろうが!?　違ちがうか？」


「ぬう……」


「フン、やはり図ず星ぼしか。どうせそんなことであろうと思ったわ。おぬしらのやりそうなことなど手に取るように分かる」


　思わぬ成りゆきに、慶一郎と涼子を含ふくめたギャラリーたちの間から溜ため息いきがもれた。猛もう烈れつな脱だつ力りよく感かんに襲おそわれたためである。


「く……くだらね～」


「そんなしょーもない理由で、わざわざこんな真しん剣けん勝負を……」


「ていうか、理由なんてどうでもよかったんじゃ？」


　さすがにこれ以上は闘たたかう意味を失い、涼子は太た刀ちを鞘さやに収おさめた。弟子に冷たい目でにらまれた鉄斎は、指先で顎あごを搔かきながら素そ知しらぬ顔で言う。


「わしはただ雷蔵の孫を保ほ護ごしてやっているだけだ。返さんなどと言った覚えはないぞ。勝負を挑いどんできたのはそいつの勝手よ……何を勘かん違ちがいしたのかは知らんがな」


「ああっ!?　てめえ、全部俺のせいにするつもりだな？　汚きたねえぞ！」


「やめんか。見み苦ぐるしい」


　天堂は自分の投げた扇せん子すを拾ひろうと、雷蔵の前までやってきた。


「そもそもはおぬしと孫の問題だ。おぬしら二人で話し合えばよかろう」


　まったくもって正せい論ろんである。雷蔵はいかにも億おつ劫くうそうな顔になったが、周囲の雰ふん囲い気きに押おされて不ふ承しよう不ぶ承しよう、沙さ羅らの前に立って言った。


「やい、沙羅。とっとと帰ってきやがれ」


「やだね」


　沙羅はきっぱりと言った。雷蔵の眉み間けんに血けつ管かんの筋すじが浮ういた。


「何が不満だ？」


「アタシんちはＬロＡスだよ。こっちじゃない」


「俺は祖父だぞ!?」


「だから言うこと聞けって？　冗じよう談だんじゃないね」


「て、てめえ……」


「待ってください、師し匠しよう！」


　およそ話し合いには程ほど遠とおい言い争いを止めたのは、道場の裏口の方から聞こえてきた声だった。


「……おっ、へべれけ教師復活」


　意地悪く言う万かず騎きの脇わきを、唯ゆいが肘ひじで小こ突づいた。道場に入ってきたのは巴ともえだった。飲み過ぎでダウンしていた巴は、復活したとはいえまだ顔は赤く、酒気が抜ぬけているようには見えない。小こ関せきに肩かたを貸してもらっているが、口調だけはしっかりしていた。


「そんな説せつ得とくの仕し方かたじゃどうにもなりません。沙羅さんを家に戻もどしたいのなら、私の言う通りにして下さい」


「……言ってみな」


「いいですか師匠？　沙羅さんを自分の孫まごだからとあれこれ指さし図ずすることが、そもそもの間ま違ちがいなんです。彼女のことを孫だと思わないでください」


「なに訳の分からねえこと言ってやがる。孫は孫だろうが？」


「師匠は息むす子こさんの結婚相手……つまり沙羅さんの母親がアメリカ人だということで、ずいぶんと反対なさっていたそうじゃないですか」


「俺は嫁よめには文もん句く一つ言ってねえぜ。バカ息子だって別に勘かん当どうしたわけじゃねえ。あの腰こし抜ぬけが勝手にアメリカまで逃げやがったのよ」


「それですよ、それ！」


　巴は真しん犯はん人にんを見破った探たん偵ていのように、雷蔵の鼻先に人差し指を突きつけた。


「沙羅さんとは離はなれて暮らしていたわけですから、いくら血がつながっていたって、いきなり孫らしく振ふる舞まえという方が無理なんです！　だいたい師匠の方こそ、ちっともお祖じ父いさんらしいことはしていないじゃないですか!?」


　雷蔵は図星をさされて痛い表情になった。


「……じゃあ、どうしろってんだよ？」


「祖父と孫の関係だと思うからおかしくなるんです。ですから、沙羅さんのことは、こっちにホームステイしにきてるアメリカ人だと考えてください」


「ほ、ほーむすてい……？」


「つまり下げ宿しゆく屋やの主しゆ人じんと下宿人の関係です！　ただの下宿人だったら、門限なんかの必要最小限のルールだけを作ってきちんと守らせればいいわけでしょう？」


「そりゃそうだが、しかしなあ……」


「血がつながってるだけの赤の他人同士が一つ屋根の下で暮らすのに、他にどんな方法があるって言うんです!?　実際、今のところ師し匠しようと沙羅さんの間にある関係なんて、せいぜいそんなもんですよ！」


　興こう奮ふんして大声を出したためか、巴の顔色が急きゆう激げきに青ざめた。


「うっ……き、気持ち悪い……」


「んも～、世話の焼けるコねえ～」


　巴は奈な々な子こと小関の二人に両側から抱かかえられるようにして連れ出されていった。


「ふむ、弟で子しの方がよく分かっておるようだな」


「うるせえやい」


　鉄斎のからかいに憮ぶ然ぜんとしながら、雷蔵は横目で沙羅をちらりと見た。沙羅の碧あおい瞳ひとみと視線が合うと、しかめっ面つらになってボリボリと頭を搔かく。


「下宿人か……違えねえや」
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「結局、お前が入れ知ぢ恵えしたそのまんまの台詞せりふだったな。オリジナリティがない」


　縁えん側がわに座すわって、慶一郎作のスイカシャーベット（チョコチップ入り）をデザートに食べながら鳴なる海みが言った。巴が雷蔵を説得した時の下宿人云うん々ねん……の行くだりは、万騎のアドバイス通りだったのである。その巴は他の教師組と一いつ緒しよに先に帰っていた。


「しょせん言葉なんてものは模も倣ほうにすぎないさ。それにあの理り屈くつも、とある本の受け売りだからな……僕のオリジナルじゃない」


「そういえばお前、サッカー部のエースにもＪリーガーになれるとか言っておだてたそうだな。本人はその気になってるらしいが、無む駄だな努力をして一生を棒ぼうに振ふることになったらどう責任を取るつもりだ？」


「僕の知ったことじゃないね。どうせ他人の人生だ」


　万騎はあっさりと答えた。


「彼が失敗したとしても僕の失敗ではないし、万が一、大成功すれば感謝されるかも知れない。どっちにしても僕の腹は痛まないよ」


「まったく悪質な煽せん動どう家かだな」


「人は誰でも煽動されたがるものさ。自分の判断に全責任を負うのが恐こわいから、何でも命令してくれる全ぜん能のう者しやを無意識に求めるんだ。人間は無む制せい限げんの自由という恐きよう怖ふから逃のがれるために、みずから奴ど隷れいになりたがる」


「それも受け売りか」


「一いつ般ぱん常じよう識しきさ。もっとも……ここにいる人たちには通つう用ようしそうにないけど」


　そう言って万騎は辺りを見回した。鬼塚家に集まっている面々は、主人の鉄斎を筆ひつ頭とうにおよそ人の指図など聞きそうにない、個ア性クの強い人間ばかりだった。


「非常識にもほどがあるな。自分の担任を斬きり殺すところだったぞ」


　比ひ較かく的てき常識人の那智がたしなめる口調で言った。裏庭に出した長なが椅い子すに座って、冷やしたスイカにかぶりついていた涼子は、種を飛ばしながら横目で一いち瞥べつする。


「生徒に斬ざん殺さつされるようじゃ教師は勤つとまらないわよ。それに地上最強の男なんだし……ということは、もし勝ってたらあたしが最強だったわけね。惜おしいことしたわ」


「無む茶ちや苦く茶ちやな……」


「そう言うおたくは何でここにいるわけ？　二度と来ないとか言ってたような気もするけど」


「師し匠しようのお供でついてきただけだ」


　トゲトゲしい会話に、二人の間に挟はさまれたひとみは不安そうな表情になる。雰ふん囲い気きを察した大作が横から口を挟んだ。


「でも意外ですよねえ……沙羅のお祖じ父いさんはともかく、那智さんの師匠まで鉄斎先生と知り合いなんて。三人とも武術の師匠だし、あのトリオでチームを組んだら、この間の〈ＫＯＦナイツ・オブ・ゴールド〉なんてメじゃないかも」


「そうだな。『投げる・打つ・斬る』の三さん拍びよう子し揃そろって──」


　そう言いかけて、那智と大作はハッと顔を見合わせた。


「き……『斬る』ぅ!?」


「一人だけ犯罪者が混じってますねえ」


「投げても殴なぐっても犯罪には違ちがいないだろうが……大将まで回ると確実に死人が出るな」


「まあどっちにしても、うちのお師匠さまが一番男前だけどね～」


　脈みやく絡らくのない涼子の意見に、大作は呆あきれて溜ため息いきを吐ついた。


「涼子さん……それって単に髪かみの毛の量で判断してません？」


「よっしゃ、で～きたっと！」


　一人離はなれた場所でコソコソと何かをしていた静馬が急に声を上げた。


「どうしたんです、静馬さん？」


「うかつやな大作。今日は何月何日か分かっとんのか!?」


「七月七日ですけど……ああ、すると今日はアレですね？　思わぬ幸こう運うんが舞まい込んで得とくをするという……」


「そうそう、何もせんでもオイシイ話がホイホイ入ってきて……って、それは棚タナ牡ボ丹タじゃ！」


　たっぷり三秒後、ようやく駄だ洒落じやれだと気付いたひとみがクスクス笑わらい出した。


「笑わろてるでおい……まあええ。とにかく今日は七夕たなばたや！　七夕いうたら織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしゆう遠えん距きよ離り恋れん愛あいの星が一年振ぶりに再会するＸデー!!


　はるか天空では二つの星が溜たまりに溜まったそれはもう濃のう厚こうなエロエロパワーを炸さく裂れつさせるわけやが、それを利用しておのれの望みを叶かなえるため地上では邪じや悪あくな儀ぎ式しきが行われとったっちゅう寸すん法ぽうよ！」


「もはや何のことやらよく分かりませんが……要するに短たん冊ざくに願い事を書くんですね」


　見ると、裏の竹林から取ってきた笹ささに短冊が下がっている。


「へえ～、あんたがそういう伝でん統とう的てきな行ぎよう事じに興味があるとは思わなかったわ。んで、なんて書いたのよ？」


「全人類の願いや」


「見せてみなさいよ。どれどれ……」


　涼子は静馬の書いた短冊を手に取り、裏返して見た。その顔がみるみる朱しゆに染そまっていく。キッと静馬をにらみつけ、


「あ、あんたねえ……」


「フハハハッ、もう遅おそいわ！　そこに書いたからには願いは叶えられるんや。ヘイル・トゥ・ユー!!」


「待ちなさい静馬！　今日をあんたの命日にしてやるわ!!」


　怒いかりに燃えた涼子が、高笑いしながら逃にげる静馬を追いかけていく。大作は笹から取れて地面に落ちた問題の短冊を拾い上げた。


「なるほど……これじゃ怒おこるなあ」


　そこには鉛えん筆ぴつ書きでこうあった。


〈もっと背が伸のびて南雲のアホに並びますように──涼子〉
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「庭の方が騒さわがしいな……何をやっているのやら」


　鬼塚家の台所。慶一郎は流し台で大量の食しよつ器きを洗あらいながら、格こう子し窓の向こうにちらりと目をやった。隣となりでは沙羅が洗った食器を拭ふき、それを美み雪ゆきが受け取って食器棚だなに戻もどしている。


「ところで二人とも、みんなのところへ行かないのかい？　デザートを食べてくればいいのに」


「いいっていいって……食ってばっかじゃ悪いし。こっちは居い候そうろうだからね」


　沙羅が苦笑いして肩かたをすくめる。皿を拭きながら少し物思いにふけっているような表情をしているのを見て、慶一郎は尋たずねてみた。


「結局、帰ることに決めたのかい？」


「え？　うん……まあね。ジジイがなんか寂さびしがってるみたいだし……でも、どうせまたケンカするだろうから、そん時はまた厄やつ介かいになりにくるよ」


「ああ、いつでも泊とまりに来な。……と言っても、俺も居候だがね」


　最後の皿を洗い終わると、慶一郎はだしを張った片かた手て鍋なべを火に掛かけた。


「あれ、まだ何か作んの？」


「どうせあの三人は夜っぴて飲むつもりだろうからな……酒の肴さかながいるだろう？　今のうちに作っておかないと後がうるさそうだ。なにしろ人間凶きよう器きだからな……」





　その〈人間凶器トリオ〉は、戸と板いたを開け放した道場の隅すみで酒を飲んでいた。


　床ゆかに胡坐あぐらをかいて座すわり、日本酒を瓶びんから直接湯ゆ呑のみに手て酌じやくで注ついで、つまみもなしにそれぞれ勝手に飲んでいる。すでに飲み始めて小一時間ほどたっているが、時とき折おり、互たがいに他の二人の顔をちらりと見るだけで、何を話すでもなく黙もく々もくと飲み続けていた。


　一いつ升しよう瓶びんが半分ほどに減った頃ころ、鉄斎が湯呑みの底を見つめながら、不意に低い笑い声をたてた。


「フフ……つくづく進歩というものがないな。貴様らは」


「てめえが言うかァ？」


　雷蔵が毒づいた。


「こっちはてめえに気き遣づかって放ほうっておいてやったのによ。久々に面つらを拝おがんだと思ったら舐なめた台詞せりふを吐はきやがる……いい気なもんだぜ」


「進歩がないのはお互い様だ。ま、元気そうで安心したが」


　これは天堂の台詞である。


「道場を閉めたと聞いていたのでな、うちの那智から試ためし斬ぎりの話を聞いた時には正直、耳を疑ったぞ」


「貴様らのところと違ちがって、我わが道場では選よりすぐりの人材しか採とらんからな」


「そんなこと言ってやがるから後こう継けい者しやがいねえんだよ。この分だと、飛天流はあの小こ娘むすめが継つぐことになるな」


　雷蔵は意地悪くイヒヒと笑ったが、鉄斎は涼すずしい顔で答える。


「それもよかろう。流派はともかく、貴様のところのように肝かん心じんの家の跡あと継つぎに不自由しているよりはな」


「……ケッ、ほざけ」


　痛いところをつかれた雷蔵は、空になった湯ゆ呑のみを乱暴に床ゆかに置き、一升瓶をひっ摑つかんで酒を満たした。口をへの字に曲げている雷蔵の横っ面つらを眺ながめながら鉄斎が言う。


「ま……わしらのような世間の常識から外れた偏へん屈くつな年寄りが、他人に解かってもらおうなどというのがそもそもの間違いなのだ。黙だまって座すわっておった方が重みも出るし、周囲の者も有あり難がたがる。下へ手たにはしゃぐとろくなことにならんものだ」


「知ったふうな口を……」


「待て。その偏屈な年寄りには、私も含ふくまれているのか？」


　二人の視線が天堂に集中した。胡う乱ろんなものを見る目つきである。


「何を言ってやがる。てめえが一番悪どい根こん性じようのくせしてよ！」


「そうだったかな……？」


「とぼけんじゃねえ。一番女おんな癖ぐせが悪かったくせに、結局は独ひとり身みで通しやがって……」


「おぬしらのように継ぐ家もなかったのでな……今になって思えば、自由気ままも善よし悪あしだな。それより……」


　天堂は身を乗り出して声をひそめた。


「那智から気になることを聞いた。池いけ袋ぶくろでバイパーズなる素人しろうとの武ぶ闘とう家かによる野試合が開かれているそうだが……」


「それなら俺も知ってるが？」


「まあ聞け……先週のことだ。そこに京きよう極ごくを名乗る、奇き妙みような技わざを使う男が現れたそうだ。高校生くらいの三人組だったそうだが、他の二人が不ふ動どうに久く遠おんというから間ま違ちがいはあるまい」


「ほう……するとあの京極か。〈神威カムイの業わざ〉を使う……」


　鉄斎は興味をひかれて目を細めた。天堂は顎あごを引いて頷うなずく。


「京極の相手をした那智は訳も分からぬうちに敗れたようだが……面おも白しろいことに、その三人に勝った男がいたそうだ」


「そりゃあどこのどいつだ!?」


「ここの客にいたぞ。確か……」


　その時、三人の目の前を、静馬が下げ品ひんな笑い声を上げながら駆かけ抜ぬけていった。遅おくれてやってきた涼子が立ち止まり、三人にペコリと頭を下げてからそれを追いかけていく。


「……今の小こ僧ぞうがそうだが」


「マジかよ」


　二人を見送った雷蔵は、明らかに小こ馬ば鹿かにした顔つきで天堂に振ふり向いた。


「おごる京極も久しからず、か……」


　感かん慨がい深ぶかげにそう呟つぶやくと、鉄斎は湯ゆ呑のみを口に運んでがぶりと飲んだ。
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　午後六時二十分──北きた区く・赤あか羽ばね。


　商店街の外れ、住宅地との境さかいにあるつい見み過すごしてしまいそうな裏道に、その小さな喫きつ茶さ店てんはあった。古い洋館の一部をそのまま店てん舗ぽとして使っているらしい、落ち着いた感じの店の軒のき先さきには『イタリアンカフェ〈リサリサ〉』と書かれた置き看板が出ている。


　菱ひし形がたの窓のついた扉とびらを開けると、チリン……と小さなベルの澄すんだ音が来客を告げた。


「いらっしゃ～い……あらっ!?」


　カウンターに座すわって暇ひまそうに頰ほお杖づえをついていた若いウェイトレスが、入ってきた少年を見るなり笑え顔がおになって、小走りに駆かけ寄ってきた。


「わ～い、大作君だぁ～[image: ]」


　挨あい拶さつをする間もなく大作はウェイトレスに抱だきすくめられ、ホルスタイン柄がらのエプロンを着けた豊ほう満まんな胸むねの谷たに間まに顔を埋うずめていた。


「むぐ……むう～っ！」


　ウェイトレスの女の子は一七〇前後の大おお柄がらなプロポーションで、見かけによらずかなりの腕わん力りよくの持ち主だった。思い切り抱きしめられた大作はたちまち呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいって手足をバタつかせる。


「は、春はる花かさん……く、苦しい……」


「んも～、照てれなくてもいいのに」


「ホントに苦しいんですって！」


　やっとのことで胸から顔を出すと、大作は店内を見回した。カウンターを含ふくめてもわずか十二しかない席の中で、一番奥おくの壁かべを背にした場所に、縫ぬいつけられた影かげのように座っている黒ずくめの男がいた。いつもは店の軒先にある専用オープンカフェに座っている謎なぞの辻つじ占うらない──〈星詠みフオーチユンテラー〉こと澁しぶ澤さわ右う京きようである。


「言われた通り持ってきましたよ、右京さん」


「はいはい、ご苦労さん」


　右京はテーブルに頰杖をついたまま、やる気のなさそうな皮肉っぽい笑えみを張り付けた顔で答えた。大作が肩かたから下げていたクーラーボックスをカウンターに置いた。春花がクーラーの中を覗のぞき込む。


「ねえねえ、何が入ってるの？」


　中から出てきたのはラップに包まれた牛肉の塊かたまりだった。今日の焼肉パーティでもとうとう食べきれなかった残りの肉である。残りとはいえ全部で十キロ近くもあった。


「あら、牛のヒレ肉じゃない。輸入ものみたいだけど、けっこういいお肉ね」


　春花は肉を指で押おしてみてすぐに見み抜ぬいた。さすがは牧ぼく場じようの娘むすめである。


　右京がカウンターにやってきて、中に声をかけた。


「マスター、この肉焼いて。ウェルダンで」


　ヘミングウェイ似の髭ひげのマスターは困った顔で答える。


「うちはステーキハウスじゃないぜ」


「いいって。どうせしばらく客は来ないから」


　マスターは仕方がないという表情になって肉を摑つかんだ。右京が来ないと言えば絶対に来ないことを知っているのだ。


　大作はクーラーからいくつかのタッパーを取り出した。中には肉と同じくパーティの残り物が入っている。


「これがバーベキューのたれで……あとこれ！　このロールキャベツが絶ぜつ品ぴんなんですよねえ。出来立てをご馳ち走そうできないのが残念です」


「マスター！　これもあっためて。春花ちゃんの分もね」


　右京は全部マスターに押おしつけると、カウンター席に落ち着いて料理が出てくるのをニコニコしながら待った。大作が隣となりに腰こし掛かける。


「先生の目を盗ぬすんで料理を一品ずつ確かく保ほするの、大変だったんですからね」


「君はいつでも食えるんだから文もん句くを言わないの。それに今回、俺にはあの先生の料理を食べる正せい当とうな権けん利りがある」


「ああっ、さてはまた先生にお使いをさせましたね？　あの人を怒おこらせてどんな目に遭あっても知りませんよ」


「感謝されこそすれ、怒られる理由はないね。なにしろ勇者を導みちびく予言者なんだから」


「とか言って、無む償しようじゃないところが胡う散さん臭くさいんだよなあ」


「残り物で済すむなら安いもんさ」


　そう言うと、右京は大作の目の前に右手を差し出した。


「な……何です？」


「耳寄り情報は一いち律りつ五百円と相そう場ばは決まってる」


「僕の労働力は換かん算さんされないんですか？」


「せこいなあ」


「どっちがですか!?」


「……ちぇっ」


　右京は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔になった。差し出した右手の指を曲げて、大作に耳を貸すようにジェスチャーする。顔を寄せると、右京は深しん刻こくそうに耳打ちした。


「実はこの間……魔ま王おうが目め覚ざめた」


「前もそんなこと言ってませんでした？　しかも今年の秋だったような気がするんですが……繰くり上げですか？」


「それはあっちの魔王だ。今言ってるのはこっちの話」


「どっちの魔王だか知りませんけどね、それのどこが耳寄り情報なんです？」


　もっともな質問に、右京はいたって真ま面じ目めに答える。


「だってなあ……誰かに話さないと予言になんないだろ？」


「ぜ、ぜんっぜん理由になってない……」


　大作は途と端たんに情けなくなって肩かたを落としたが、右京は涼すずしい顔で薄うす笑わらいを浮うかべた。


「あの先生に言っときな……これからが本番だってな」





　　　　☆





　その日の夜──飛天神社の境けい内だいで、慶一郎はいつものように鍛たん練れんにいそしんでいた。


　低く鋭するどい跳ちよう躍やくからの飛び蹴げり、足払ばらいから膝ひざ蹴り、上段回し蹴りへとつなぐ蹴り技わざの連れん携けい。肘ひじ打ちからボディブロー、バックナックル、さらに踏ふみ込みながら両手の掌しよう底ていを突つき出すと、不意に後方に飛び退のいて空中から神しん飛ひ拳けんを撃うつ。


　見えない敵を相手に激しい組み手を演えんじているが、その仮か想そう敵てきは人間ではなかった。慶一郎の想そう定ていしている敵は身長三メートル以上はある人外の『怪かい物ぶつ』である。それも、これまでのように龍りゆう気き弾だん一いつ発ぱつで倒たおせるほど簡単な敵ではなかった。


（魔ま素そを封ふうじた〈封ふう魔ま石せき〉を核かくに、地球の生物に憑ひよう依いした合体魔ま獣じゆうか……厄やつ介かいだな）


　組み手を続ける慶一郎の脳のう裏りには、昨日レイハから聞かされた話が重苦しい不安となって渦うず巻まいていた。


　サーガイア四神官の〈封魔計画〉により次元の壁かべを突とつ破ぱして地球側に送り込まれた魔素は、霊れい子し力を宿やどす物ぶつ体たい──つまり生物と合体することで魔獣として実体化する。昨日ファミリーレストランで遭そう遇ぐうした魔獣は、姿からするとおそらく料理の中のカニだかエビだかを取り込んでいたのだろうが、合体が十分ではなかったために完全には実体化していなかった。


　問題は先々週の土曜日の事件である。


　レイハの魔法によって慶一郎はその時の記き憶おくを取り戻もどしていた。同じ時間に二つの異ことなる記き憶おくを持つというのは奇き妙みような気分だが、最初の封魔獣との戦せん闘とうの経験は貴き重ちようだった。


〈月〉の属ぞく性せいを持つ〈神威カムイの拳けん〉の使い手アラン・スミスを素そ体たいとして実体化した完全な〈封魔獣〉には、ソルバニアの魔獣を一いち撃げきで倒す慶一郎の龍りゆう気き弾だんでさえ決定的なダメージを与あたえるには至いたらなかったのである。


　たまたま静馬や涼子の加か勢せいがあったから倒せたものの、果たして自分一人なら勝てたかどうか──加えてあの赤い空間は、レイハが事前に察さつ知ちし、〈封魔柱〉を慶一郎の近くに転てん移いさせて初めて使える特とく殊しゆな魔法だという。一人で迎げい撃げきするには荷にが勝かちすぎる気がした。


（やはり万一に備そなえて、御剣にだけは打ち明けておいた方がよさそうだな……）


　その時、玉たま砂じや利りを踏ふむ足音が背はい後ごに聞こえた。


　慶一郎は組み手をやめて振ふり向いた。察した通り本ほん殿でんの前に美雪が立っている。


「慶一郎さん……はい」


「ありがとう」


　美雪から缶かんビールを受け取り、本殿の前の階段に腰こし掛かけて、リングプルを引いた。よく冷えたビールを喉のどに流し込んで一息つくと、不安な気分もいくぶん和やわらいだようだった。


「……どうしたんだい？」


　慶一郎は、美雪が目の前に立って自分をじっと見つめていることに気付いた。訊きかれて、美雪は後ろに持っていた物を差し出す。それは一枚の短たん冊ざくだった。


「願い事を書けって言うのかい？」


　美雪はこくりと頷うなずくと、短冊と一いつ緒しよにサインペンを渡わたして、慶一郎の隣となりに腰掛けた。


「美雪ちゃんは何て書いたんだい？」


「え？……秘密」


　恥はずかしそうに言って、美雪は抱かかえた膝ひざの上に頰ほほを載のせる。慶一郎は願い事を考えながら美雪に尋たずねた。


「姫川さんが帰ってしまって、寂さびしいかい？」


「ん……でも、明日も会えるから。それに夏休みになったらまた泊とまりにくるって」


「次は長なが居いしそうだな」


　そう言って微笑ほほえむと、慶一郎は短冊にサインペンを走らせた。その短冊を渡された美雪は、内容を読もうとして一いつ瞬しゆんキョトンとした顔になり、次に短冊を横にして見た。


「これ……何て書いてあるの？」


「自分で調べてみるんだね。俺からの宿題だ」


　慶一郎の願い事は英語で書かれていた。


"I WISH NOBODY LIES HEAVY."


　勿もつ体たいつけるほどのこともない、他た愛あいのない願いである。


　空になった缶かんを摑つかんで腰こしを浮うかした時、慶一郎は不意に鳥とり居いの方に気け配はいを感じた。石いし畳だたみを打つ単調な足音が近付き、やがて目の前に黒いスーツ姿の女が現れる。


　肩かたの部分にボリュームのある独どく特とくのジャケットを着こなし、全体的に造つくり物めいた無む機き質しつな印象を与あたえる金きん髪ぱつの美女──ミアン・キュービィ。




[image: ]


「こんばんわ。ミスター南雲」


　正確で硬こう質しつな声。慶一郎は美雪にその場を動かないように手で制して、ミアンの前に立った。


「こんな夜中にやってくるとは珍めずらしいな。どうせなら昼間にくればよかったのに。残念ながらご馳ち走そうはもう残ってないぜ」


「楽しいパーティを邪じや魔まするほど私は無む神しん経けいではありません」


「ふうん……それで何の用だ？　まさかこれから闘たたかえってのはナシだぜ」


　ミアンは右手を持ち上げ、Ｖサインのように二本の指を立てた。


「二つです……ミスター南雲に二つの情報をお伝えに参りました」


「あんまりいい知らせじゃなさそうだな。できるだけ簡かん潔けつに言ってもらえると有あり難がたいが」


「そのつもりです」


　ミアンは中指を折って人差し指一本を残した。


「まず一つめ。昨年のクリスマス・イヴの闘いであなたに敗やぶれて以来、長らく療りよう養よう中ちゆうであった我われ等らが主人ウィラード・ゲイツが復ふつ帰きいたしました」


「へえ……あの化ばけ物ものがね。てっきり現げん役えきは引退したと思ってたが」


「そして二つめ──」


　再び中指が伸のびて、立てた指が二本になる。


「我々はトレーナーとして東ひがし方かた流りゆう玄げんを雇やといました」


「なっ……!?」


　思わぬ人物の口から思わぬ名前を聞き、そしてそれの意味する恐おそるべき事態を理解した慶一郎は、驚きよう愕がくのあまり絶句した。


　考えてみれば、ゲイツの側がいくら金と情報を握にぎっているとしても〈神威カムイの拳けん〉の使い手をそう簡単に見分けられるはずがなかった。どうしてもその道の専門家が必要である。慶一郎が知っている専門家といえば、師し匠しようである流玄ただ一人であった。


「以上です。この二つを伝えておかなければ、これからの闘いがフェアでなくなる……とゲイツ様はおっしゃいました」


「これまでがフェアだったような言い方だな」


「一つだけ質問にお答えいたしますが？」


　感情がこもっていないだけに気に障さわる口くち振ぶりである。次の挑ちよう戦せん者しやの情報を聞いても意味はないだろうと慶一郎は思った。


「師匠はどうしてる？　あの人はゲイツ以上の化物……いや、魔ま人じんだからな。雇うといっても大変だろう」


「そうですね」


　驚おどろくべきことが起こった。ミアンが微笑ほほえんだのである。


「今、私が身につけている物と同じ額がくのお酒を、わずか一日で飲のみ干ほしてしまわれます。それも毎日」


「そいつは豪ごう勢せいだ」


　敵に回っていることも忘れて慶一郎は笑った。額を聞けば目玉が飛び出るほどの最高級の酒を、日がな一日、水のように飲んでいる流玄の姿が目に浮うかんだからだ。


「部屋は最高級ホテルのスイート。傍かたわらには金髪の美女をはべらせている……そうだろ？」


「よくご存じで」


「東方流玄とはそういう男だ。ゲイツに言っておけ……酒の切れ目が縁えんの切れ目だ。身しん代だいを飲み潰つぶされないようにせいぜい用心しろってな」


　ミアンは不思議な生き物でも見るような目つきになった。師匠が敵にいるという逆ぎやつ境きようにもかかわらず、慶一郎に打ちひしがれている様子がないからだろう。


「分かりました。必ずお伝えしましょう……では、私はこれで」


　ミアンは踵きびすを返すと、来た時と同じ単調なリズムで足音を刻みながら去っていった。気配が完全に消えてから、慶一郎は不安げな顔の美雪に振り向ふいて言った。


「美雪ちゃん。さっきの短たん冊ざく……もう一枚残ってないかな？　願い事が一つ増えたんだ」


　握にぎった拳こぶしを闘とう志しに震ふるわせながら、慶一郎は夜空を流れる星の川を見上げた。










　転章　魔ま王おう再起







　七月六日──ニューヨーク某ぼう所しよ。


　薄うす闇やみの中に、その男は一人立ち尽つくしていた。


　病的な青白い肌はだ色いろをした裸はだかの身体からだに、白いシーツを腰こしに巻きつけている。


　周囲に比ひ較かくできる物がないために分かり難がたいが、男は優に三メートルに達たつする身長を有していた。単に長身と呼ぶにはあまりに人間離ばなれした巨きよ体たいの持ち主である。


　しかしその姿には、畸き形けい的てきなアンバランスさや怪かい物ぶつ性は皆かい無むだった。十頭身に近い体格は『古き神々の末まつ裔えい』と呼ぶに相応ふさわしい威い厳げんと超ちよう人じん的てきな美を兼かね備そなえている。


　男の名はウィラード・ゲイツ。


　かつてニューヨーク暗黒街の帝てい王おうと呼ばれた男。


　ゲイツが立っている場所は、およそ半年前のクリスマス・イヴ、慶けい一いち郎ろうと死し闘とうを繰くり広げた地下の大だい闘とう技ぎ場じようであった。あの闘たたかいでゲイツが敗れて以来閉へい鎖さされ、薄闇に包まれた巨大な空間は半なかば廃はい虚きよと化している。


　ゲイツは、何な故ぜ自分がここに立っているのか、どうやってここまで来たのか覚えていなかった。生せい命めい維い持じ装そう置ちである巨大な羊よう水すいカプセルの中で眠ねむっている間に、何者かの呼び声を聞いたような記き憶おくがおぼろげにあるだけだった。


　──と。


　不意に、ゲイツの頭上から目ま映ばゆい光が降り注いだ。


　以前に比べて肉の落ちた腕うでを持ち上げて、光から目を守る。指の間から見える光源がサーチライトとは異なることを知り、その険けわしい顔に不ふ審しんの色が広がった。


　地下闘技場の天てん井じよう付近に無音の稲いな妻ずまが収しゆう束そくし、その中心に四つの人ひと影かげが空中に出現した。光に包まれた四つの影は、奇き跡せきにより降こう臨りんした天使のごとくゲイツの頭上を舞まった。


「何者だ……？　私を呼んだのは貴様らか!?」


　四つの影のうちの一つが、高度を下げてゲイツの前方に静止した。マントに身を包んでいるらしいその人影は、顔を隠かくしていたフードを取り、ゲイツに素す顔がおを見せた。その肌はだの色は錆さびたような褐かつ色しよくであった。


『ようこそ──地球の魔ま王おうよ』


　金緑色に輝かがやく瞳ひとみが、ゲイツを射い貫ぬくように見つめていた。






　あとがき







　いや～……どうも、雑さい賀がです。


　びっくりしたでしょう？　薄うすくて。書いた本人ですら、全部で二百枚を切ると知って愕がく然ぜんとしたくらいですからねえ……ええ。


　断ことわっておきますが、締しめ切きりに間に合わないから内容を削けずってこの枚まい数すうになったわけではなくて、プロットの段だん階かいからこの程度の話しかなかったんですよ。いやホントに。遅ち筆ひつのうえに勤きん労ろう意い欲よくゼロの（というより働はたらくという習しゆう慣かんがない）作者に四巻からわずか四ヶ月で一冊書けというのがどだい無む理りな相談で、しかも間に連れん載さい分ぶんをまとめただけとはいえ外伝を一いつ冊さつ挟はさんだわけですから、出ること自じ体たいが奇き跡せきのようなもんです。


　この五巻は中学編を書く以前に考えていた、本来なら四巻に入るはずだったエピソードを中心に構こう成せいしております。今回は外人格闘家も挑ちよう戦せんしてこないし、悪あく党とうも成せい敗ばいしないし、ついでにバイパーズ関係のエピソードもありません。主人公はひたすらメシを作り、他の連中はただ食ってるだけ……とローテンションのままダラダラと続く、一冊丸ごとインターミッションという感じの話ですが、一学期編を締め括り二学期編（その前に夏休み編もありますが）へと橋はし渡わたしする『何も起こらない話』というのがコンセプトです。実際、書かねばならなかったのはゲイツの復ふつ活かつだけで、他のエピソードはオマケみたいなもんです。しかし今回、うちのヒロイン（代表）は親友の彼氏を木ぼく刀とうで殴なぐり倒すわ、自分の担たん任にんを真しん剣けんで突き殺そうとするわと暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしてますが、大丈夫なんでしょうか？


　ところで、おもに声のみで登場している謎の男・〈星詠み〉右京ですが、誰だれも質問してこないので勝かつ手てに解説しますと、実はこのキャラは別の物語の主人公です。今のところ予定はないのですが、書くとすればおそらく『オカルト犯罪小説』になるジャンルの話になるでしょう。ダークでインモラルでちょっと能天気な悪漢小説ピカレスク・ロマンといった体てい裁さいになるはずなので、なかなか書かせてもらえそうにもないですが……読んでみたいという奇き特とくな方は編集部にリクエストをどうぞ。





　　　　☆





　さて、それでは前回のクイズの答えです。前回といっても四巻ではなくてＥＸ[image: ]で出題した問題なのでお間違えなく。


　問題は〈烈飛鈴リーフエイリンのアイデアの元となった某ぼう有名マンガの某キャラとは？〉というものでしたが、正解は──週刊少年サンデーで連れん載さいしていた高橋留美子作『らんま[image: ]』に登場した「シャンプー」です。担当さんのアイデアから連想したというだけなので、モデルでも何でもないんですけどね。


　他の該がい当とうするキャラがいなかったせいか、今回は非常に正解率が高かったようです。ファンタジア文庫の十周年を記念してグッズができたみたいなので何とかゲットして賞品にしたいと思います。


　では今回のクイズを出題しましょう。


「黒くろ澤さわ映画の主役といえば三み船ふね敏とし郎ろう」というように、その監かん督とくの作品にはつきものの役者がいます。これがマンガや小説になるとさらに顕けん著ちよで、「原はら哲てつ夫おのマンガの主人公は必ずケンシロウ顔」の法ほう則そく（？）にも見られるように、その作家がテーマを託たくせるような器うつわも持ったキャラクターというのはけっこう限られているものです。ついでに言うなら主人公を取り巻まく脇わき役やくにしても、作品が違ってもその顔ぶれや役割はだいたいにおいて共通しています。それぞれのキャラクターが作者の全人格におけるさまざまな要よう素そを代表しているからでしょう。逆にそうでない物語は作家性が希き薄はくで、よくできていたとしてもどこかよそよそしく、血が通っていないものです。つまりは自分の想いを最大限に託せるキャラクターを生み出せるかどうかが創そう作さくのキモであると言えます（それがすべてとは言いませんが）。


　ここからが本題です。


　実は雑賀の小説の主要な登場人物は、そのほとんどが他の作品においても似たような容よう姿しや性格・役割を持ったキャラクターとして登場しています。キャラクターを俳はい優ゆうとして扱あつかっていると言った方が分かりやすいでしょうか（使い回しとか言わないように）。『龍りゆう炎えん使つかい』にしても『召喚教師』にしても、作者が一番最初に創作したスペースオペラものの物語世界にルーツがあり（思えば飛鈴もこっちに元キャラがいた）、その世界の住人が別の物語にも名前を変えて出演しているという感じで、ファンタジー風に表現するなら一つの魂たましいがいろんな世界に「輪りん廻ね転てん生せい」しているというわけです。ではここで問題──


〈Ｑ：『龍炎使い』の登場キャラの誰が『召喚教師』の誰に対応するのか？〉


　ざっと数えただけでも十人は下らないでしょう。名前、容姿、性格が手て掛がかりです。


　このクイズには完かん璧ぺきな正解というものはないのですが、できるだけたくさんの組み合わせを当てた人の勝ちとします。当てずっぽだけではなく、ちゃんと根こん拠きよも書いてくるとポイントが高くなるので頑がん張ばってみてください。ハガキの隅すみにちょこっと書いてくるだけでは済まないこの超難問に、果たして何人の人が挑戦してくるかは知りませんが、とりあえず次の本が出るのは早くても半年後なので募集期間は十分あります。感想と併あわせてご応おう募ぼお待ちしております。





　とりあえず今回はここまで。


　では、また。





　　平成十年九月二十八日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール５





雑さい賀が礼れい史じ
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